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(57)【要約】
　内視鏡は、長手軸に沿って延設される挿入本体を備え
、管腔に挿入される挿入部と、　前記挿入部より基端方
向側に設けられる操作部と、前記長手軸に沿って螺旋状
に延設されるフィン部を備え、前記挿入本体に対して長
手軸回りに回転可能な状態で前記挿入部の外周方向側に
設けられる装着ユニットと、を備える。また、内視鏡は
、ギア軸回りに回転することにより、前記装着ユニット
を前記長手軸回りに回転させる回転ギアと、前記挿入部
の先端部から前記挿入本体の内部及び前記操作部の内部
を通って、前記長手軸に沿って延設される内蔵延設部材
と、を備える。前記挿入本体は、前記内蔵延設部材と前
記回転ギアとの間を分離する仕切り部材を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手軸に沿って延設される挿入本体を備え、管腔に挿入される挿入部と、
　前記挿入部より基端方向側に設けられる操作部と、
　前記長手軸に沿って螺旋状に延設されるフィン部を備え、前記挿入本体に対して長手軸
回りに回転可能な状態で前記挿入部の外周方向側に設けられる装着ユニットと、
　ギア軸回りに回転することにより、前記装着ユニットを前記長手軸回りに回転させる回
転ギアと、
　前記挿入部の先端部から前記挿入本体の内部及び前記操作部の内部を通って、前記長手
軸に沿って延設される内蔵延設部材と、
　を具備し、
　前記挿入本体は、前記内蔵延設部材と前記回転ギアとの間を分離する仕切り部材を備え
る内視鏡。
【請求項２】
　前記挿入部は、前記挿入部の内部で前記回転ギアと噛合い、前記仕切り部材により前記
内蔵延設部材から分離された状態で設けられるギア部を備え、前記回転ギアの回転により
、前記挿入本体に対して前記長手軸回りに前記装着ユニットと一体に回転する回転体であ
って、隙間がない状態で前記装着ユニットが固定される回転体を備える請求項１の内視鏡
。
【請求項３】
　前記回転体と前記仕切り部材との間を水密に保ち、前記回転ギアが位置するギア配置空
洞への外部からの液体の流入を防止する弾性部材をさらに具備する請求項２の内視鏡。
【請求項４】
　前記操作部の内部及び前記挿入部の内部を通って延設され、前記ギア軸回りに回転する
ことにより、前記回転ギアを回転させる線状部材と、
　前記挿入部の内部の前記回転ギアが位置するギア配置空洞で、前記回転ギアと前記線状
部材との間を接続するギア接続部と、
　前記ギア接続部と前記仕切り部材との間を水密に保ち、前記ギア配置空洞から前記挿入
本体の内部への液体の流入を防止する弾性部材と、
　をさらに具備する請求項１の内視鏡。
【請求項５】
　前記操作部の外表面から前記操作部の内部及び前記挿入部の内部を通って延設され、前
記挿入部の外周部の前記回転ギアが位置するギア配置部で前記挿入部の外部に対して開口
するチャンネルを規定するチャンネル規定部と、
　前記チャンネルに沿って延設される線状部材であって、前記ギア軸回りに回転すること
により、前記回転ギアを回転させる線状部材と、
　を具備し、
　前記装着ユニットは、前記挿入部の前記外周部の前記ギア配置部で前記回転ギアと隙間
がない状態で噛合うギア部を備える請求項１の内視鏡。
【請求項６】
　前記回転ギアより先端方向側に基端が位置し、前記内蔵延設部材の周囲に被覆された状
態で設けられる保護チューブをさらに具備する請求項１の内視鏡。
【請求項７】
　前記挿入本体は、前記回転ギアより前記先端方向に設けられる湾曲部を備え、
　前記保護チューブは、前記湾曲部が湾曲した際に前記湾曲部で前記内蔵延設部材に作用
する外力から前記内蔵延設部材を保護する請求項６の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、管腔（lumen）に挿入される挿入部を備える内視鏡に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、管腔に挿入される挿入部と、挿入部に対して長手軸回りに回転可能な
装着ユニットと、を備える内視鏡が開示されている。装着ユニットは、チューブ本体と、
チューブ本体の外周部に長手軸に沿って螺旋状に設けられるフィン部（fin portion）と
、を備える。また、挿入部の外周部には、リング状の回転体が挿入部に対して長手軸回り
に回転可能に取付けられている。回転体には、装着ユニットが固定された状態で取付けら
れている。このため、回転体が回転することにより、装着ユニットは回転体と一体に挿入
部に対して長手軸回りに回転する。また、長手軸に平行な方向について回転体が位置しな
い箇所では、装着ユニットと挿入部の外周部との間に隙間が設けられ、装着ユニットの挿
入部に対する回転性を向上させている。このため、装着ユニットの先端及び基端では、装
着ユニットと挿入部の外周部との間に隙間を有する。
【０００３】
　以上のような構成にすることにより、内視鏡の挿入部が小腸（small intestine）の内
部、大腸（large intestine）の内部等の管腔に挿入された際には、管腔壁（paries）に
装着ユニットのフィン部が当接する。この状態で、回転体及び装着ユニットを挿入部に対
して回転させることにより、長手軸に平行な方向への推進力(propulsive force)が挿入部
に作用する。推進力により、管腔での内視鏡の挿入部の挿入性が向上する。
【０００４】
　また、特許文献２には、回転ギアがギア軸回りに回転することにより、装着ユニットが
長手軸回りに回転する内視鏡が開示されている。この内視鏡では、装着ユニットの内周部
に、回転ギアと噛合うギア部が設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開２０１０／００７６２６４号明細書
【特許文献２】特開２００５－３１９１２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　一般に、挿入部の内部には、撮像ケーブル、ライトガイド等の内蔵延設部材が長手軸に
沿って延設されている。前記特許文献２の内視鏡では、回転ギアが挿入部の内部に位置し
ているため、回転ギアと挿入部の内部の内蔵延設部材とが分離されない状態となる。この
ため、回転ギアと内蔵延設部材とが接触し易い。回転ギアと内蔵延設部材が接触すること
により、内蔵延設部材が損傷し易くなる。
【０００７】
　本発明は前記課題に着目してなされたものであり、その目的とするところは、回転ギア
と内蔵延設部材との接触を有効に防止することが可能な内視鏡を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するため、本発明のある態様では、長手軸に沿って延設される挿入本体
を備え、管腔に挿入される挿入部と、前記挿入部より基端方向側に設けられる操作部と、
　前記長手軸に沿って螺旋状に延設されるフィン部を備え、前記挿入本体に対して長手軸
回りに回転可能な状態で前記挿入部の外周方向側に設けられる装着ユニットと、ギア軸回
りに回転することにより、前記装着ユニットを前記長手軸回りに回転させる回転ギアと、
　前記挿入部の先端部から前記挿入本体の内部及び前記操作部の内部を通って、前記長手
軸に沿って延設される内蔵延設部材と、を備え、前記挿入本体は、前記内蔵延設部材と前
記回転ギアとの間を分離する仕切り部材を備える内視鏡を提供する。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明によれば、回転ギアと内蔵延設部材との接触を有効に防止することが可能な内視
鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る内視鏡を示す概略図。
【図２】第１の実施形態に係る内視鏡の操作部の図１とは反対側の側面を示す概略図。
【図３】第１の実施形態に係る内視鏡の受動湾曲部の近傍での挿入部及び装着ユニットの
構成を概略的に示す断面図。
【図４】第１の実施形態に係る内視鏡の蛇管接続部の近傍での挿入部及び装着ユニットの
構成を概略的に示す断面図。
【図５】図４のＶ－Ｖ線断面図。
【図６】第１の実施形態に係る装着ユニットのフィン部に長手軸に平行な方向への外力が
作用した状態を概略的に示す断面図。
【図７】第１の実施形態の第１の変形例に係る内視鏡の湾曲管接続部の近傍での挿入部及
び装着ユニットを示す概略図。
【図８】第１の実施形態の第２の変形例に係る内視鏡の挿入部及び装着ユニットを示す概
略図。
【図９Ａ】第１の実施形態の第３の変形例に係る内視鏡の第１の蛇管部の近傍での挿入部
及び装着ユニットを一部断面で示す概略図。
【図９Ｂ】第１の実施形態の第３の変形例に係る内視鏡の操作部を示す概略図。
【図１０】第１の実施形態の第４の変形例に係る内視鏡の挿入部に取付け可能な２種類の
装着ユニットを示す概略図。
【図１１】第１の実施形態の第５の変形例に係る内視鏡の装着ユニットを示す概略図。
【図１２】第１の実施形態の第６の変形例に係る内視鏡の挿入部及び装着ユニットを示す
概略図。
【図１３】第１の実施形態の第７の変形例に係る内視鏡の装着ユニットを概略的に示す断
面図。
【図１４】本発明の第２の実施形態に係る内視鏡の操作部の部材挿入部を示す概略図。
【図１５】第２の実施形態に係る内視鏡の操作部の部材挿入部にモータが装着された状態
を概略的に示す断面図。
【図１６】第２の実施形態の第１の変形例に係る内視鏡のギアユニットと駆動ユニットと
の接続状態を示す概略図。
【図１７】本発明の第３の実施形態に係る内視鏡の受動湾曲部の近傍での挿入部及び装着
ユニットの構成を概略的に示す断面図。
【図１８】第３の実施形態に係る内視鏡の蛇管接続部の近傍での挿入部及び装着ユニット
の構成を概略的に示す断面図。
【図１９】第３の実施形態の第１の変形例に係る内視鏡の受動湾曲部の近傍での挿入部及
び装着ユニットの構成を概略的に示す断面図。
【図２０】第３の実施形態の第２の変形例に係る内視鏡の挿入部及び装着ユニットを示す
概略図。
【図２１】本発明の第４の実施形態に係る内視鏡の蛇管接続部の近傍での挿入部及び装着
ユニットの構成を概略的に示す断面図。
【図２２】図２１の２２－２２線断面図。
【図２３】第４の実施形態の第１の変形例に係る内視鏡の操作部の部材挿入部を示す概略
図。
【図２４】図２３の２４－２４線断面図。
【図２５】本発明の第５の実施形態に係る内視鏡の挿入部及び装着ユニットを示す概略図
。
【図２６】第５の実施形態に係る内視鏡の装着ユニットのフィン部に基端方向から外力が
作用した状態を示す概略図。
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【図２７】第５の実施形態に係る内視鏡の装着ユニットのフィン部に先端方向から外力が
作用した状態を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（第１の実施形態）　
　本発明の第１の実施形態について図１乃至図６を参照して説明する。図１は、第１の実
施形態に係る内視鏡１を示す図である。図１に示すように、内視鏡１は、挿入部２と、挿
入部２より基端方向側に設けられる操作部３とを備える。挿入部２は、小腸の内部、大腸
の内部等の管腔に挿入される。操作部３には、ユニバーサルケーブル４の一端が接続され
ている。ユニバーサルケーブル４の他端には、スコープコネクタ５が設けられている。ス
コープコネクタ５は、画像プロセッサ等の画像処理ユニット７に接続されている。また、
スコープコネクタ５にはライトガイドチューブ８の一端が接続されている。ライトガイド
チューブ８の他端は、光源ユニット９に接続されている。
【００１２】
　画像処理ユニット７及び光源ユニット９は、内視鏡１のシステム全体を制御するパーソ
ナルコンピュータ等の制御ユニット１０に電気的に接続されている。また、制御ユニット
１０には、モニタ等の表示ユニット１１及びキーボード、マウス等の入力ユニット１２が
電気的に接続されている。
【００１３】
　挿入部２は、長手軸Ｃに沿って延設される細長い（elongated）挿入本体１３を備える
。挿入本体１３は、最も先端方向側に設けられる先端硬性部１５と、先端硬性部１５より
基端方向側に設けられる能動湾曲部（active bending portion）１６と、能動湾曲部１６
より基端方向側に設けられ、外力の作用を受けて受動的に湾曲する受動湾曲部（passive 
bending portion）１７と、受動湾曲部１７より基端方向側に設けられる第１の蛇管部（f
irst flexible portion）１８と、第１の蛇管部１８より基端方向側に設けられる第２の
蛇管部１９と、を備える。能動湾曲部１６と受動湾曲部１７との間は、湾曲管接続部２１
により接続されている。また、受動湾曲部１７と第１の蛇管部１８との間は、中継接続部
２２により接続されている。さらに、第１の蛇管部１８と第２の蛇管部１９との間は、蛇
管接続部２３により接続されている。
【００１４】
　挿入部２の外周方向側には、装着ユニット２５が設けられている。装着ユニット２５は
、挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回りに回転可能な状態で、挿入部２に取付けられている
。装着ユニット２５は、長手軸Ｃに沿って延設されるチューブ本体２６と、チューブ本体
２６の外周部に長手軸Ｃに沿って螺旋状に延設されるフィン部２７とを備える。装着ユニ
ット２５には、先端から基端方向に向かってチューブ先端部２８が設けられている。また
、装着ユニット２５には、基端から先端方向に向かってチューブ基端部２９が設けられて
いる。
【００１５】
　図２は、操作部３の図１とは反対側の側面を示す図である。図２に示すように、操作部
３の外表面には、能動湾曲部１６の湾曲操作が入力される湾曲操作入力部である湾曲操作
ノブ３１が設けられている。操作部３の内部では、湾曲操作ノブ３１に湾曲ワイヤ（図示
しない）の一端が接続されている。湾曲ワイヤは、挿入本体１３（挿入部２）の内部に長
手軸Ｃに沿って延設され、他端が能動湾曲部１６の先端部に接続されている。湾曲操作ノ
ブ３１での湾曲操作により、湾曲ワイヤが牽引されることにより能動湾曲部１６は湾曲さ
れる。また、受動湾曲部１７は、外力が直接的に作用したり、能動湾曲部１６を介して間
接的に外力が作用したりすることにより、受動的に湾曲する。例えば、長手軸Ｃに垂直な
方向への外力が受動湾曲部１７に作用すると、受動湾曲部１７は湾曲する。また、湾曲さ
れた能動湾曲部１６に長手軸Ｃに垂直な方向への外力が作用すると、受動湾曲部１７にも
能動湾曲部１６を介して外力が作用し、受動湾曲部１７は湾曲する。
【００１６】
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　図３は、受動湾曲部１７の近傍での挿入部２及び装着ユニット２５の構成を示す図であ
る。また、図４は、蛇管接続部２３の近傍での挿入部２及び装着ユニット２５の構成を示
す図である。図３及び図４に示すように、挿入本体１３（挿入部２）の内部には、撮像ケ
ーブル、ライトガイドチューブ等の複数の内蔵延設部材３３が長手軸Ｃに沿って延設され
ている。内蔵延設部材３３は、挿入部２の先端部に設けられる先端硬性部１５から挿入本
体１３（挿入部２）の内部及び操作部３の内部を通って、延設されている。
【００１７】
　先端硬性部１５の内部には、被写体を撮像する撮像素子（図示しない）が設けられてい
る。撮像素子には、内蔵延設部材３３の１つである撮像ケーブルの一端が接続されている
。撮像ケーブル（３３）は、挿入本体１３（挿入部２）の内部、操作部３の内部、ユニバ
ーサルケーブル４の内部を通って、スコープコネクタ５を介して画像処理ユニット７に接
続されている。内蔵延設部材３３の１つであるライトガイドチューブは、挿入本体１３（
挿入部２）の内部、操作部３の内部、ユニバーサルケーブル４の内部を通って、スコープ
コネクタ５を介してライトガイドチューブ８に接続されている。光源ユニット９からの出
射光は、ライトガイドチューブ８の内部、内蔵延設部材３３であるライトガイドチューブ
の内部を通って、先端硬性部１５に導光される。そして、先端硬性部１５に設けられる照
明窓（図示しない）から、被写体に光が照射される。
【００１８】
　図２に示すように、操作部３の外表面には、鉗子等の処置具が挿入される処置具挿入口
３５を規定する処置具挿入部３６が設けられている。内蔵延設部材３３の１つである処置
具チャンネルチューブは、挿入本体１３（挿入部２）の内部、操作部３の内部を通って、
処置具挿入部３６に接続されている。これにより、処置具チャンネルチューブ（３３）の
内部の処置具チャンネルが、処置具挿入口３５で開口する。また、処置具チャンネルは、
先端硬性部１５に設けられる開口部（図示しない）で開口している。したがって、処置具
挿入口３５から挿入された処置具は、処置具チャンネルを通って、先端硬性部１５の開口
部から先端方向に突出する。そして、処置具が開口部から突出した状態で、処置具による
処置が行われる。
【００１９】
　図３及び図４に示すように、能動湾曲部１６から第１の蛇管部１８に渡る範囲において
、内蔵延設部材３３の周囲に被覆された状態で保護チューブ３７が設けられている。保護
チューブ３７の基端は、蛇管接続部２３より先端方向側に位置している。能動湾曲部１６
及び受動湾曲部１７（湾曲部）が湾曲した際には、保護チューブ３７により内蔵延設部材
３３に作用する外力から内蔵延設部材３３が保護されている。なお、内蔵延設部材３３の
中で撮像ケーブル及びライトガイドチューブには、保護チューブ３７を被覆することが好
ましい。ただし、処置具チャンネルチューブは、撮像ケーブル及びライトガイドチューブ
より強度が高く、かつ、大径である。このため、処置具チャンネルチューブには保護チュ
ーブ３７を被覆せず、挿入本体１３の内部でのスペースを確保することが好ましい。
【００２０】
　図３に示すように、能動湾曲部１６には、複数の金属製の第１の節輪４１が設けられて
いる。それぞれの第１の節輪４１は、隣接する第１の節輪４１に対して回動可能に連結さ
れている。最も先端方向側に位置する第１の節輪（４１ａ）には、前述した湾曲ワイヤ（
図示しない）の先端が固定されている。湾曲ワイヤが牽引された際には、長手軸Ｃに垂直
な方向へ作用する外力により、第１の節輪４１が隣接する第１の節輪４１に対して回動し
、能動湾曲部１６が湾曲する。
【００２１】
　また、受動湾曲部１７には、複数の金属製の第２の節輪４２が設けられている。それぞ
れの第２の節輪４２は、隣接する第２の節輪４２に対して回動可能に連結されている。そ
れぞれの第２の節輪４２には、湾曲ワイヤを支持するワイヤガイドが設けられていない。
長手軸Ｃに垂直な方向へ作用する外力により、第２の節輪４２が隣接する第２の節輪４２
に対して回動し、受動湾曲部１７が湾曲する。
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【００２２】
　最も先端方向側に位置する第２の節輪４２ａには、最も基端方向側に位置する第１の節
輪４１ｂが嵌合状態で固定されている。第１の節輪４１ｂと第２の節輪４２ａとの間が固
定されることにより、能動湾曲部１６と受動湾曲部１７との間に湾曲管接続部２１が形成
される。湾曲管接続部２１では、第１の節輪４１ｂと第２の節輪４２ａとの間が固定され
、第１の節輪４１ｂ及び第２の節輪４２ａにより形成される金属部分の肉厚が大きくなる
。このため、湾曲管接続部２１は、能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７より可撓性が低く
、長手軸Ｃに垂直な方向へ作用する外力によって湾曲しない。
【００２３】
　第１の節輪４１及び第２の節輪４２の外周方向側には、金属製の湾曲部網状管（湾曲部
ブレード）４３が被覆されている。湾曲部網状管４３の外周方向側には、湾曲部外皮４５
が被覆されている。湾曲部外皮４５は、例えばフッ素ゴムから形成されている。
【００２４】
　以上のような構成にすることにより、能動湾曲部１６が第１の管状部となり、受動湾曲
部１７が第１の管状部より基端方向側に設けられる第２の管状部となる。第１の管状部（
１６）及び第２の管状部（１７）は、長手軸Ｃに垂直な方向に外力が作用することにより
湾曲する。また、湾曲管接続部２１が、第１の管状部（１６）と第２の管状部（１７）と
の間を接続する第１の接続管部となる。第１の接続管部（２１）は、第１の管状部（１６
）及び第２の管状部（１７）より可撓性の低く、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用に
よって湾曲しない。
【００２５】
　図３及び図４に示すように、第１の蛇管部１８には、金属製の第１の螺旋管（第１のフ
レックス）４７が設けられている。第１の螺旋管４７の外周方向側には、金属製の第１の
蛇管部網状管（第１の蛇管部ブレード）４８が被覆されている。第１の蛇管部網状管４８
の外周方向側には、第１の蛇管部外皮４９が被覆されている。第１の蛇管部外皮４９は、
例えばポリウレタンとポリエステルの混合樹脂等の、湾曲部外皮４５より可撓性の低い材
料から形成されている。また、第１の螺旋管４７は、複数の第１の節輪４１の連結体及び
複数の第２の節輪４２の連結体に比べ、外力が作用した際の湾曲性が低下する。したがっ
て、第１の蛇管部１８は、能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７より可撓性が低くなる。た
だし、第１の蛇管部１８は、長手軸Ｃに垂直な方向に作用する外力によって湾曲する程度
の可撓性を有する状態で設けられている。
【００２６】
　第１の螺旋管４７及び第１の蛇管部網状管４８には、最も基端方向側に位置する第２の
節輪４２ｂが嵌合状態で固定されている。第２の節輪４２ｂと第１の螺旋管４７及び第１
の蛇管部網状管４８との間が固定されることにより、受動湾曲部１７と第１の蛇管部１８
との間に中継接続部２２が形成される。中継接続部２２では、第２の節輪４２ｂと第１の
螺旋管４７及び第１の蛇管部網状管４８との間が固定され、第２の節輪４２ｂ、第１の螺
旋管４７及び第１の蛇管部網状管４８により形成される金属部分の肉厚が大きくなる。こ
のため、中継接続部２２は、受動湾曲部１７及び第１の蛇管部１８より可撓性が低く、長
手軸Ｃに垂直な方向へ作用する外力によって湾曲しない。
【００２７】
　また、中継接続部２２には、湾曲部外皮４５の基端及び第１の蛇管部外皮４９の先端が
位置している。湾曲部外皮４５と第１の蛇管部外皮４９との間では、第１の蛇管部外皮４
９及び湾曲部外皮４５に糸５１が巻回されるとともに、接着剤５２が被覆されている。
【００２８】
　図４に示すように、第２の蛇管部１９は、第１の蛇管部１８と同様の構成である。した
がって、第２の蛇管部１９には、金属製の第２の螺旋管（第２のフレックス）５３が設け
られている。第２の螺旋管５３の外周方向側には、金属製の第２の蛇管部網状管（第２の
蛇管部ブレード）５５が被覆されている。第２の蛇管部網状管５５の外周方向側には、第
２の蛇管部外皮５７が被覆されている。第２の蛇管部外皮５７は、例えばポリウレタンと
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ポリエステルの混合樹脂等の、湾曲部外皮４５より可撓性の低い材料から形成されている
。また、第２の螺旋管５３は、複数の第１の節輪４１の連結体及び複数の第２の節輪４２
の連結体に比べ、外力が作用した際の湾曲性が低下する。したがって、第２の蛇管部１９
は、能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７より可撓性が低くなる。ただし、第２の蛇管部１
９は、長手軸Ｃに垂直な方向に作用する外力によって湾曲する程度の可撓性を有する状態
で設けられている。
【００２９】
　第１の蛇管部１８と第２の蛇管部１９との間の蛇管接続部２３には、金属製の接続口金
５８が設けられている。接続口金５８は、第１の螺旋管４７、第１の蛇管部網状管４８及
び第１の蛇管部外皮４９に嵌合状態で固定されている。また、接続口金５８は、第２の螺
旋管５３、第２の蛇管部網状管５５及び第２の蛇管部外皮５７に、嵌合及び固定ネジ５９
により、固定されている。接続口金５８の肉厚は、第１の螺旋管４７の肉厚及び第２の螺
旋管５３の肉厚より大きい。また、接続口金５８は、第１の螺旋管４７及び第２の螺旋管
５３に比べ、可撓性が低い。このため、蛇管接続部２３は、第１の蛇管部１８及び第２の
蛇管部１９より可撓性が低く、長手軸Ｃに垂直な方向へ作用する外力によって湾曲しない
。
【００３０】
　以上のような構成にすることにより、第１の蛇管部１８が第２の管状部である受動湾曲
部１７より基端方向側に設けられる第３の管状部となり、第２の蛇管部１９が第３の管状
部より基端方向側に設けられる第４の管状部となる。第３の管状部（１８）及び第４の管
状部（１９）は、長手軸Ｃに垂直な方向に外力が作用することにより湾曲する。また、蛇
管接続部２３が、第３の管状部（１８）と第４の管状部（１９）との間を接続する第２の
接続管部となる。第２の接続管部（２３）は、第３の管状部（１８）及び第４の管状部（
１９）より可撓性の低く、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。
【００３１】
　図４に示すように、接続口金５８には、弾性部材６２を介して回転体（第２の回転体）
６１が取付けられている。回転体６１は、挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回りに装着ユニ
ット２５と一体に回転可能な状態で、挿入本体１３の蛇管接続部２３（第２の接続管部）
に取付けられている。また、弾性部材６２により、回転体６１と接続口金５８との間が水
密に保たれている。
【００３２】
　また、接続口金５８には、回転ギア６３が取付けられている。回転ギア６３は、ギア軸
Ｒ回りに回転可能である。回転ギア６３は、挿入本体１３の接続口金５８の外周部で、か
つ、挿入部２の回転体６１の内部に位置している。すなわち、回転体６１と接続口金５８
との間に、回転ギア６３が位置するギア配置空洞６４が形成されている。ここで、弾性部
材６２によって回転体６１と接続口金５８との間を水密に保つことにより、ギア配置空洞
６４への挿入部２の外部からの液体の流入が防止されている。したがって、内蔵延設部材
３３が設けられる挿入本体１３の内部への液体の流入が防止される。
【００３３】
　図５は、図４のＶ－Ｖ線断面図である。図５に示すように、回転体６１の内周部には、
回転ギア６３と噛合うギア部６５が設けられている。これにより、回転ギア６３がギア軸
Ｒ回りの回転に対応して、回転体６１が長手軸Ｃ回りに回転する。また、回転ギア６３及
び回転体６１のギア部６５と挿入本体１３の内部の内蔵延設部材３３との間は、接続口金
５８により分離されている。すなわち、接続口金５８が、回転ギア６３及び回転体６１の
ギア部６５と内蔵延設部材３３との間を分離する仕切り部材となっている。これにより、
回転ギア６３及びギア部６５と内蔵延設部材３３との接触が防止される。
【００３４】
　また、内蔵延設部材３３に被覆される保護チューブ３７の基端は、回転ギア６３が取付
けられる蛇管接続部２３より先端方向側に位置している。すなわち、保護チューブ３７の
基端は、回転ギア６３より先端方向側に位置している。蛇管接続部２３には、装着ユニッ
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ト２５を回転させる部材である回転ギア６３、回転体６１等が取付けられる。このため、
蛇管接続部２３（接続口金５８）の内径は、受動湾曲部１７の内径、第１の蛇管部１８の
内径等に比べて、小さい。そこで、内蔵延設部材３３に被覆される保護チューブ３７の基
端を蛇管接続部２３より先端方向側に位置させることにより、蛇管接続部２３の内部での
スペースを確保している。なお、前述のように第１の蛇管部１８及び第２の蛇管部１９（
蛇管部）は、能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７（湾曲部）に比べ可撓性が低い。このた
め、蛇管部（１８，１９）の内部は、湾曲部（１６，１７）の内部に比べ、湾曲した際に
内蔵延設部材３３に作用する外力が小さくなる。したがって、蛇管部（１８，１９）の内
部では、内蔵延設部材３３に保護チューブ３７を被覆する必要はない。
【００３５】
　図４に示すように、接続口金５８には、金属製の接続パイプ６７が取付けられている。
接続パイプ６７には、チャンネルチューブ６８が接続されている。チャンネルチューブ６
８は、挿入本体１３（挿入部２）の内部を長手軸Ｃに沿って、基端方向に延設されている
。なお、チャンネルチューブ６８は、内蔵延設部材３３の１つである処置具チャンネルチ
ューブとは異なるチャンネルチューブ（６８）である。
【００３６】
　図１に示すように、操作部３の外表面には、部材挿入口７１を規定する部材挿入部（装
着部）７２が設けられている。チャンネルチューブ６８は、挿入本体１３（挿入部２）の
内部、操作部３の内部を通って、部材挿入部７２に接続されている。これにより、チャン
ネルチューブ６８の内部のチャンネル７３が、部材挿入口７１で開口する。また、図４に
示すように、チャンネル７３は、チャンネルチューブ６８の内部から接続パイプ６７の内
部を通って、ギア配置空洞６４まで延設されている。以上のようにして、操作部３の外表
面の部材挿入口７１から、操作部３の内部、挿入部２の内部を通って、ギア配置空洞６４
までチャンネル７３が延設されている。すなわち、部材挿入部７２、チャンネルチューブ
６８及び接続パイプ６７がチャンネル７３を規定するチャンネル規定部となっている。
【００３７】
　図１に示すように、部材挿入部７２には、部材挿入口７１から挿入された駆動部材であ
るモータ７５が取付けられている。すなわち、部材挿入部７２が、モータ７５が取付けら
れる装着部となる。モータ７５には、モータケーブル７６の一端が接続されている。モー
タケーブル７６の他端は、制御ユニット１０に接続されている。制御ユニット１０は、モ
ータ７５の回転駆動を制御するモータ制御部７７を備える。また、操作部３の外表面には
、モータ７５の回転操作を入力する回転操作入力部である回転操作入力スイッチ７８が設
けられている。回転操作入力スイッチ７８は、ユニバーサルケーブル４の内部の電気信号
線等を介して、モータ制御部７７と電気的に接続されている。また、回転操作入力スイッ
チ７８は、第１の押圧部８１と、第１の押圧部８１より基端方向側に位置する第２の押圧
部８２とを備える。
【００３８】
　また、図１及び図４に示すように、モータ７５と回転ギア６３との間は、ワイヤ等の線
状部材８３により接続されている。線状部材８３は、チャンネル７３に沿って延設されて
いる。モータ７５の回転駆動により、ギア軸Ｒ回りに線状部材８３が回転し、回転ギア６
３が回転する。
【００３９】
　以上のような構成にすることにより、回転操作入力スイッチ７８の第１の押圧部８１を
押圧した際には、モータ制御部７７によりモータ７５が基端方向から視て反時計回りに回
転駆動される。これにより、線状部材８３及び回転ギア６３が基端方向から視て反時計回
りに回転する。回転ギア６３が反時計回りに回転することにより、基端方向から視て時計
回りに長手軸Ｃを中心として回転体６１が回転する。一方、回転操作入力スイッチ７８の
第１の押圧部８１を押圧した際には、モータ制御部７７によりモータ７５が基端方向から
視て時計回りに回転駆動される。これにより、線状部材８３及び回転ギア６３が基端方向
から視て時計回りに回転する。回転ギア６３が時計回りに回転することにより、基端方向
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から視て反時計回りに長手軸Ｃを中心として回転体６１が回転する。
【００４０】
　図４に示すように、蛇管接続部２３の接続口金５８には、牽引ワイヤ８５が固定されて
いる。また、図１に示すように、操作部３の外表面には、第２の蛇管部１９の可撓性を変
化させる操作を行う可撓性調整部である可撓性調整ノブ８７が設けられている。牽引ワイ
ヤ８５の基端は、操作部３の内部で可撓性調整ノブ８７に接続されている。可撓性調整ノ
ブでの操作により、牽引ワイヤ８５は基端方向に牽引される。
【００４１】
　また、図４に示すように、第２の蛇管部１９の内部には、牽引ワイヤ８５が挿通される
コイルパイプ８９が設けられている。コイルパイプ８９の先端は、ロウ付け等により牽引
ワイヤ８５に固定されている。また、コイルパイプ８９の先端は、装着ユニット２５の基
端より基端方向側に位置している。コイルパイプ８９の基端は、第２の蛇管部１９の基端
より基端方向側で、操作部３の内周部に固定されている。牽引ワイヤ８５が牽引された際
には、長手軸Ｃに平行な方向への圧縮力がコイルパイプ８９に作用する。圧縮力が作用す
ることにより、コイルパイプ８９の硬度が高くなり、第２の蛇管部１９の可撓性が低下す
る。
【００４２】
　図１及び図３に示すように、装着ユニット２５のチューブ先端部２８は、第１の接続管
部である湾曲管接続部２１の外周方向側に位置している。また、図１及び図４に示すよう
に、装着ユニット２５のチューブ基端部２９は、第２の接続管部である蛇管接続部２３の
外周方向側に位置している。そして、チューブ先端部２８とチューブ基端部２９との間で
、チューブ本体２６が長手軸Ｃに沿って延設されている。以上のような構成にすることに
より、湾曲管接続部２１の外周方向側の位置から蛇管接続部２３の外周方向側の位置まで
、装着ユニット２５が長手軸Ｃに沿って延設される。すなわち、装着ユニット２５の一部
が受動湾曲部１７の外周方向側に位置している。
【００４３】
　チューブ本体２６は、ポリウレタン等の樹脂から形成されている。チューブ本体２６は
、湾曲部外皮４５又は第１の蛇管部外皮４９との間に隙間９０を有する。すなわち、チュ
ーブ本体２６は、挿入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材（例えば接
着剤５２）との間の隙間９０を有する状態で設けられている。
【００４４】
　チューブ先端部２８は、例えばゴム等のチューブ本体２６より軟らかい材料から形成さ
れている。このため、図３に示すように、チューブ先端部２８の内周部には、装着ユニッ
ト２５と湾曲部外皮４５との間で、隙間９０をなくす又は隙間９０をチューブ本体２６の
内周方向側の部位より減少させる先端側隙間減少部９１が、形成される。先端側隙間減少
部９１により、装着ユニット２５と挿入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられ
る部材との間で、隙間９０がなくなる、又は、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側
の部位より減少する。
【００４５】
　チューブ基端部２９は、例えばゴム等のチューブ本体２６より軟らかい材料から形成さ
れている。このため、図４及び図５に示すように、チューブ基端部２９の内周部には、装
着ユニット２５と接続口金５８又は回転体６１との間で、隙間９０をなくす又は隙間９０
をチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少させる基端側隙間減少部９２が、設けら
れる。基端側隙間減少部９２により、装着ユニット２５と挿入部２の外周部又は挿入部２
の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０がなくなる、又は、隙間９０がチューブ
本体２６の内周方向側の部位より減少する。また、基端側隙間減少部９２により、挿入部
２の回転体（第２の回転体）６１に隙間９０がない状態でチューブ基端部２９が固定され
ている。したがって、回転体６１が回転することにより、装着ユニット２５が回転体６１
と一体に挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回りに回転する。
【００４６】
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　チューブ本体２６の外周部に延設されるフィン部２７は、ゴム等から形成されている。
フィン部２７は、チューブ本体２６に接着、溶着等により固定されている。図１に示すよ
うに、フィン部２７は、基端方向から視て時計回りの螺旋状に延設されている。また、フ
ィン部２７は、長手軸Ｃに対する鋭角αが４５°より大きくなる状態で、延設されている
。内視鏡１の挿入部２が小腸の内部、大腸の内部等の管腔に挿入された際には、管腔壁に
装着ユニット２５のフィン部２７が当接する。この状態で、回転体６１及び装着ユニット
２５を挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回りに回転させる。これにより、長手軸Ｃに平行な
方向への推進力が挿入部２に作用する。
【００４７】
　本実施形態では、基端方向から視て時計回りの螺旋状にフィン部２７が延設されている
。したがって、回転体６１及び装着ユニット２５が基端方向から視て時計回りに回転する
ことにより、先端方向への推進力が挿入部２に作用する。これより、管腔での挿入部２の
挿入性が向上する。一方、回転体６１及び装着ユニット２５が基端方向から視て反時計回
りに回転することにより、基端方向への推進力が挿入部２に作用する。これより、管腔で
の挿入部２の抜脱性が向上する。
【００４８】
　なお、本実施形態では、回転操作入力スイッチ７８の第１の押圧部８１を押圧すること
により、回転体６１が時計回りに回転する。また、第２の押圧部８２を押圧することによ
り、回転体６１が反時計回りに回転する。すなわち、第１の押圧部８１の押圧時に先端方
向への推進力が作用し、第１の押圧部８１より基端方向側に位置する第２の押圧部８２の
押圧時に基端方向への推進力が作用する。このため、回転操作入力スイッチ７８での操作
を術者が行い易い。
【００４９】
　また、基端方向から視て反時計回りの螺旋状にフィン部２７が延設されてもよい。この
場合、回転体６１及び装着ユニット２５が基端方向から視て時計回りに回転することによ
り、基端方向への推進力が挿入部２に作用する。一方、回転体６１及び装着ユニット２５
が基端方向から視て反時計回りに回転することにより、先端方向への推進力が挿入部２に
作用する。ただし、大腸の内部に挿入部２が挿入される場合は、大腸の形状等との関係で
、本実施形態と同様に、基端方向から視て時計回りの螺旋状にフィン部２７が延設される
ことが好ましい。
【００５０】
　図３及び図４に示すように、フィン部２７は、長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しな
い状態において、外周端が位置する第１の幅寸法部９３を備える。長手軸Ｃに平行な方向
へ外力が作用しない状態において、第１の幅寸法部９３は、長手軸Ｃに平行な方向につい
て第１の幅寸法Ｔ１を有する。また、第１の幅寸法部９３の内周方向側には、第２の幅寸
法部９５が設けられている。長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しない状態において、第
２の幅寸法部９５は、長手軸Ｃに平行な方向について第１の幅寸法Ｔ１より小さい第２の
幅寸法Ｔ２を有する。長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しない状態では、第１の幅寸法
部９３に位置するフィン部２７の外周端で、管腔壁と接触する。また、長手軸Ｃに平行な
方向へ外力が作用しない状態では、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法は、Ｄ
１となる。
【００５１】
　図６は、長手軸Ｃに平行な方向への外力がフィン部２７に作用した状態を示す図である
。図６に示すように、長手軸Ｃに平行な方向に外力が作用することにより、第２の幅寸法
部９５は屈曲する。これにより、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法は、Ｄ２
となり、長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しない状態での寸法Ｄ１より小さくなる。す
なわち、長手軸Ｃに平行な方向への外力の作用状態に対応して、長手軸Ｃからフィン部２
７の外周端までの寸法（Ｄ１，Ｄ２）が変化する。ここで、寸法Ｄ１は１０ｍｍより大き
く、寸法Ｄ２は１０ｍｍ以下であることが好ましい。
【００５２】
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　なお、フィン部２７が管腔壁と接触する状態で装着ユニット２５を回転した際には、長
手軸Ｃ回りの外力がフィン部２７に作用する。ただし、前述のように、本実施形態では、
フィン部２７は、長手軸Ｃに対する鋭角αが４５°より大きくなる状態で、延設されてい
る。このため、第２の幅寸法部９５は、長手軸Ｃ回りの外力に対して屈曲し難い。また、
フィン部２７の長手軸Ｃに対する鋭角αが４５°より大きいため、第２の幅寸法部９５は
長手軸Ｃに平行な方向への外力に対して屈曲し易い。したがって、フィン部２７に作用す
る長手軸Ｃに平行な方向への外力が１０Ｎ以下の小さい外力であっても、第２の幅寸法部
９５は屈曲する。
【００５３】
　また、長手軸Ｃに平行な断面において、第１の幅寸法部９３は略円状に形成されている
が、これに限るものではない。例えば、長手軸Ｃに平行な断面において、第１の幅寸法部
９３が略四角形状に形成されてもよい、すなわち、長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用し
ない状態において、第２の幅寸法部９５の第２の幅寸法Ｔ２が、第１の幅寸法部９３の第
１の幅寸法Ｔ１より小さければよい。
【００５４】
　また、図１に示すように、入力ユニット１２は、装着ユニット２５の回転速度を入力す
る回転速度入力部９６を備える。モータ制御部７７は、回転速度入力部９６での入力に基
づいて、モータ７５の回転速度を制御し、装着ユニット２５の回転速度を制御している。
また、制御ユニット１０は、装着ユニット２５が回転している状態を術者に告知する処理
を行う告知処理部９７を備える。告知処理部９７での処理により、表示ユニット１１への
表示、音の発生等によって、装着ユニット２５が回転している状態が術者に認識される。
【００５５】
　また、画像処理ユニット７は、被写体の画像の明度を検出する明度検出部９８を備える
。制御ユニット１０は、明度検出部９８での検出結果に基づいて、挿入部２の挿入方向と
管腔の延設方向との関係を検出する方向関係検出部９９を備える。モータ制御部７７は、
方向関係検出部９９での検出結果に基づいて、モータ７５の回転駆動を制御している。被
写体の画像では、管腔の部分が暗くなり、管腔壁の部分が明るくなる。このため、挿入部
２の挿入方向と管腔の延設方向とが略一致する場合は、被写体の画像の中心部が暗くなる
。この際、方向関係検出部９９は挿入部２の挿入方向と管腔の延設方向とが略一致すると
判断し、モータ制御部７７によりモータ７５が回転駆動される。これにより、装着ユニッ
ト２５が回転する。一方、挿入部２の先端が管腔壁と対向する状態等の挿入部２の挿入方
向と管腔の延設方向とが大きく異なる場合は、被写体の画像の中心部が明るくなる。この
際、方向関係検出部９９は挿入部２の挿入方向と管腔の延設方向とが大きく異なると判断
し、モータ制御部７７によりモータ７５が回転駆動されない。このため、装着ユニット２
５は回転しない。
【００５６】
　次に、本実施形態の内視鏡１の作用について説明する。内視鏡１の挿入部２は、口又は
肛門から管腔へ挿入され、管腔から口又は肛門を通って抜脱される。挿入部２が小腸の内
部又は大腸の内部に挿入される際、及び、挿入部２が小腸の内部又は大腸の内部から抜脱
される際には、挿入部２は内径が２０ｍｍ以下の食道（esophagus）又は肛門を通過する
。これに対し、小腸及び大腸は内径が２０ｍｍより大きい。
【００５７】
　本実施形態の内視鏡と同様に、チューブ本体と、フィン部が設けられた装着ユニットを
備える内視鏡として、前記特許文献１の内視鏡がある。これらの内視鏡では、長手軸に平
行な方向への外力の作用状態の変化によって、長手軸からフィン部の外周端までの寸法は
変化しない。このため、長手軸からフィン部の外周端までの寸法が１０ｍｍより大きい場
合は、食道、肛門等の内径が小さい管腔を挿入部が通過し難い。一方、長手軸からフィン
部の外周端までの寸法が１０ｍｍ以下の場合は、小腸の内部、大腸の内部等の内径が大き
い管腔で、フィン部が管腔壁に接触しない。このため、装着ユニットを回転させた場合も
、長手軸に平行な方向に推進力が発生しない。
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【００５８】
　これに対し本実施形態の内視鏡１では、長手軸Ｃに平行な方向への外力の作用状態に対
応して、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法（Ｄ１，Ｄ２）が変化する。装着
ユニット２５が回転しない状態で挿入部２を管腔に挿入又は抜脱する際は、術者により長
手軸Ｃに平行な方向へ２Ｎ～２０Ｎの力が加えられる。このため、挿入部２が内径の小さ
い管腔を通過する際には、２Ｎ～２０Ｎの長手軸Ｃに平行な方向への外力が管腔壁からフ
ィン部２７に作用する。管腔壁からの外力により、フィン部２７の第２の幅寸法部９５が
屈曲する。これにより、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法が、１０ｍｍ以下
の寸法Ｄ２となる。したがって、内径が小さい管腔を、挿入部２が通過し易い。
【００５９】
　また、挿入部２が内径の大きい管腔を通過する際には、長手軸Ｃに平行な方向への外力
が管腔壁からフィン部２７に作用しない。このため、フィン部２７の第２の幅寸法部９５
が屈曲せず、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法は、１０ｍｍより大きい寸法
Ｄ１となる。この際、フィン部２７の第１の幅寸法部９３が管腔壁に接触する。この状態
で装着ユニット２５を回転することにより、長手軸Ｃに平行な方向への推進力が挿入部２
に作用する。推進力により、内径が大きい管腔を通過する際に、挿入部２の挿入性及び抜
脱性が向上する。以上のように、本実施形態の内視鏡１では、挿入部２が通過する位置で
の管腔の内径に対応して、挿入部２の挿入及び抜脱が行われる。
【００６０】
　また、長手軸Ｃに平行な方向に外力が作用しない状態のフィン部２７では、第１の幅寸
法部９３の第１の幅寸法Ｔ１が第２の幅寸法部９５の第２の幅寸法Ｔ２より大きい。この
ため、フィン部２７と管腔壁との接触面積が大きくなる。したがって、装着ユニット２５
が回転した際に、長手軸Ｃに平行な方向への推進力がさらに大きくなる。これにより、内
径が大きい管腔を通過する際の、挿入部２の挿入性及び抜脱性がさらに向上する。
【００６１】
　また、内径が大きい管腔を挿入部２が通過する際は、回転体６１及び装着ユニット２５
が基端方向から視て時計回りに回転することにより、先端方向への推進力が挿入部２に作
用する。これより、管腔での挿入部２の挿入性が向上する。一方、回転体６１及び装着ユ
ニット２５が基端方向から視て反時計回りに回転することにより、基端方向への推進力が
挿入部２に作用する。これより、管腔での挿入部２の抜脱性が向上する。
【００６２】
　ここで、前記特許文献１の内視鏡では、装着ユニットの先端及び基端において、装着ユ
ニットと挿入部の外周部との間に隙間を有する。このため、装着ユニットを挿入部に対し
て回転させた際に、装着ユニットと挿入部の外周部との間で管腔壁が挟まれる可能性があ
る。装着ユニットと挿入部の外周部との間に管腔壁が挟まることにより、挿入部の挿入性
及び抜脱性が低下するとともに、患者の負担が大きくなる。
【００６３】
　これに対し、本実施形態では、装着ユニット２５のチューブ先端部２８がチューブ本体
２６より軟らかい材料から形成されるため、チューブ先端部２８の内周部に先端側隙間減
少部９１が形成される。先端側隙間減少部９１により、装着ユニット２５と挿入部２の外
周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０がなくなる、又は、隙
間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少する。このため、装着ユニット２
５の時計回りの回転により先端方向への推進力が挿入部２に作用する際に、チューブ先端
部２８と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれることが、有効に防止される。
【００６４】
　また、チューブ基端部２９がチューブ本体２６より軟らかい材料から形成されるため、
チューブ基端部２９の内周部に基端側隙間減少部９２が形成される。基端側隙間減少部９
２により、チューブ基端部２９が挿入部２の回転体（第２の回転体）６１に隙間９０がな
い状態で、固定される。すなわち、基端側隙間減少部９２により、装着ユニット２５と挿
入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０がなくなる
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、又は、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少する。このため、装着
ユニット２５の反時計回りの回転により基端方向への推進力が挿入部２に作用する際に、
チューブ基端部２９と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれることが、有効に防止さ
れる。以上のようにして、装着ユニット２５と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれ
ることが、有効に防止される。
【００６５】
　また、装着ユニット２５のチューブ本体２６は、挿入部２の外周部又は挿入部２の外周
部に取付けられる部材（例えば接着剤５２）との間の隙間９０を有する状態で設けられて
いる。このため、装着ユニット２５の挿入本体１３に対する回転性が向上する。したがっ
て、装着ユニット２５が回転した際に、長手軸Ｃに平行な方向への推進力がさらに大きく
なる。これにより、内径が大きい管腔を通過する際に、挿入部２の挿入性及び抜脱性がさ
らに向上する。
【００６６】
　また、内視鏡１では、能動湾曲部（第１の管状部）１６と受動湾曲部（第２の管状部）
１７との間を接続する湾曲管接続部（第１の接続管部）２１の外周方向側に、チューブ先
端部２８が位置している。湾曲管接続部２１は、能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７より
可撓性の低く、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。このため、能
動湾曲部１６及び受動湾曲部１７が湾曲した際でも、チューブ先端部２８と挿入部２の外
周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０が大きくなり難い。し
たがって、チューブ先端部２８と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれることが、さ
らに有効に防止される。
【００６７】
　また、第１の蛇管部（第３の管状部）１８と第２の蛇管部（第４の管状部）１９との間
を接続する蛇管接続部（第２の接続管部）２３の外周方向側に、チューブ基端部２９が位
置している。蛇管接続部２３は、第１の蛇管部１８及び第２の蛇管部１９より可撓性の低
く、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。このため、第１の蛇管部
１８及び第２の蛇管部１９が湾曲した際でも、チューブ基端部２９と挿入部２の外周部又
は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０が大きくなり難い。したがっ
て、チューブ基端部２９と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれることが、さらに有
効に防止される。
【００６８】
　また、小腸の内部、大腸の内部では、管腔が屈曲する箇所がある。このため、挿入部（
２）は、ある程度の可撓性を有し、管腔の屈曲箇所を通過し易くする必要がある。前記特
許文献１の内視鏡では、長手軸に平行な方向について挿入部のほぼ全長に渡って、装着ユ
ニットが延設されている。一般に、内視鏡の挿入部の基端方向側の部位は、蛇管部となる
。前述のように、蛇管部は、外力が作用することにより受動的に湾曲する受動湾曲部に比
べ可撓性が低い。このため、蛇管部の外周方向側に装着ユニットが位置することにより、
さらに蛇管部の可撓性が低下する。蛇管部の可撓性が低下することにより、管腔の屈曲箇
所を挿入部が通過し難くなり、管腔での挿入部の挿入性及び抜脱性が低下する。
【００６９】
　ここで、挿入部に蛇管部を設けず、能動湾曲部の基端方向側に挿入部の基端まで受動湾
曲部を延設することにより、挿入部の基端方向側の部位の可撓性の低下を防止することも
考えられる。しかし、装着ユニットが回転しない状態では、術者により印加される長手軸
に平行な方向への力により、挿入部の管腔での挿入又は抜脱が行われる。このため、基端
方向に向かうにつれて挿入部の可撓性が低下する構成にすることにより、術者により印加
される力の伝達性を保持している。したがって、基端まで受動湾曲部を延設する構成では
、挿入部の基端方向側の部位での可撓性が過度に高くなる。このため、装着ユニットが回
転しない状態で挿入部の挿入又は抜脱を行う際に、術者により印加される力の伝達性が低
下してしまう。
【００７０】
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　これに対し本実施形態では、能動湾曲部１６の基端方向側より受動湾曲部１７が位置し
、受動湾曲部１７より基端方向側に受動湾曲部１７より可撓性が低い第１の蛇管部１８及
び第２の蛇管部１９が位置している。そして、湾曲管接続部２１の外周方向側の位置から
蛇管接続部２３の外周方向側の位置まで、装着ユニット２５が長手軸Ｃに沿って延設され
る。すなわち、装着ユニット２５の一部が受動湾曲部１７の外周方向側に位置している。
以上のような構成にすることにより、挿入部２の基端方向側の部位に設けられる第２の蛇
管部１９の外周方向側に装着ユニット２５が位置しない。このため、第２の蛇管部１９の
可撓性の低下が防止される。したがって、管腔の屈曲箇所を挿入部２が通過し易くなり、
管腔での挿入部２の挿入性及び抜脱性が向上する。
【００７１】
　また、挿入部２では、受動湾曲部１７の基端方向側に第１の蛇管部１８及び第２の蛇管
部１９が設けられている。このため、挿入部２の基端方向側の部位での可撓性が過度に高
くなることはない。したがって、装着ユニット２５が回転しない状態で挿入部２の挿入又
は抜脱を行う際に、術者により印加される長手軸Ｃに平行な方向への力が適切に伝達され
る。
【００７２】
　ここで、装着ユニット２５が挿入部２に取付けられた状態では、第１の蛇管部１８より
第２の蛇管部１９の可撓性が高くなる。前述のように、装着ユニット２５が回転しない状
態では、基端方向に向かうにつれて挿入部の可撓性が低下することが好ましい。そこで、
本実施形態では、第２の蛇管部１９の内部に、牽引ワイヤ８５及びコイルパイプ８９が設
けられている。牽引ワイヤ８５が牽引された際には、長手軸Ｃに平行な方向への圧縮力が
コイルパイプ８９に作用する。圧縮力が作用することにより、コイルパイプ８９の硬度が
高くなり、第２の蛇管部１９の可撓性が低下する。第２の蛇管部１９の可撓性が低下する
ことにより、装着ユニット２５が回転しない状態で挿入部２の挿入又は抜脱を行う際に、
術者により印加される長手軸Ｃに平行な方向への力の伝達性がさらに向上する。
【００７３】
　そこで、上記構成の内視鏡１では、以下の効果を奏する。すなわち、本実施形態の内視
鏡１では、装着ユニット２５のチューブ先端部２８がチューブ本体２６より軟らかい材料
から形成されるため、チューブ先端部２８の内周部に先端側隙間減少部９１が形成される
。先端側隙間減少部９１により、装着ユニット２５と挿入部２の外周部又は挿入部２の外
周部に取付けられる部材との間で、隙間９０がなくなる、又は、隙間９０がチューブ本体
２６の内周方向側の部位より減少する。このため、装着ユニット２５の時計回りの回転に
より先端方向への推進力が挿入部２に作用する際に、チューブ先端部２８と挿入部２の外
周部との間に管腔壁が挟まれることを、有効に防止することができる。
【００７４】
　また、チューブ基端部２９がチューブ本体２６より軟らかい材料から形成されるため、
チューブ基端部２９の内周部に基端側隙間減少部９２が形成される。基端側隙間減少部９
２により、チューブ基端部２９が挿入部２の回転体（第２の回転体）６１に隙間９０がな
い状態で、固定される。すなわち、基端側隙間減少部９２により、装着ユニット２５と挿
入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０がなくなる
、又は、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少する。このため、装着
ユニット２５の反時計回りの回転により基端方向への推進力が挿入部２に作用する際に、
チューブ基端部２９と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれることを、有効に防止す
ることができる。以上のようにして、内視鏡１では、装着ユニット２５と挿入部２の外周
部との間に管腔壁が挟まれることを、有効に防止することができる。
【００７５】
　また、内視鏡１では、装着ユニット２５のチューブ本体２６は、挿入部２の外周部又は
挿入部２の外周部に取付けられる部材との間の隙間９０を有する状態で設けられている。
このため、装着ユニット２５の挿入本体１３に対する回転性が向上する。したがって、装
着ユニット２５が回転した際に、長手軸Ｃに平行な方向への推進力が大きくなる。これに
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より、内径が大きい管腔を通過する際に、挿入部２の挿入性及び抜脱性を向上させること
ができる。
【００７６】
　また、内視鏡１では、能動湾曲部（第１の管状部）１６と受動湾曲部（第２の管状部）
１７との間を接続する湾曲管接続部（第１の接続管部）２１の外周方向側に、チューブ先
端部２８が位置している。湾曲管接続部２１は、能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７より
可撓性の低く、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。このため、能
動湾曲部１６及び受動湾曲部１７が湾曲した際でも、チューブ先端部２８と挿入部２の外
周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０が大きくなり難い。し
たがって、チューブ先端部２８と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれることを、さ
らに有効に防止することができる。
【００７７】
　また、内視鏡１では、第１の蛇管部（第３の管状部）１８と第２の蛇管部（第４の管状
部）１９との間を接続する蛇管接続部（第２の接続管部）２３の外周方向側に、チューブ
基端部２９が位置している。蛇管接続部２３は、第１の蛇管部１８及び第２の蛇管部１９
より可撓性の低く、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。このため
、第１の蛇管部１８及び第２の蛇管部１９が湾曲した際でも、チューブ基端部２９と挿入
部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０が大きくなり
難い。したがって、チューブ基端部２９と挿入部２の外周部との間に管腔壁が挟まれるこ
とを、さらに有効に防止することができる。
【００７８】
　また、内視鏡１では、長手軸Ｃに平行な方向への外力の作用状態に対応して、長手軸Ｃ
からフィン部２７の外周端までの寸法（Ｄ１，Ｄ２）が変化する。装着ユニット２５が回
転しない状態で挿入部２を管腔に挿入又は抜脱する際は、術者により長手軸Ｃに平行な方
向へ力が加えられる。このため、挿入部２が内径の小さい管腔を通過する際には、長手軸
Ｃに平行な方向への外力が管腔壁からフィン部２７に作用する。管腔壁からの外力により
、フィン部２７の第２の幅寸法部９５が屈曲する。これにより、長手軸Ｃからフィン部２
７の外周端までの寸法が寸法Ｄ２まで小さくなる。したがって、内径が小さい管腔を、挿
入部２が容易に通過することができる。
【００７９】
　また、内視鏡１では、挿入部２が内径の大きい管腔を通過する際には、長手軸Ｃに平行
な方向への外力が管腔壁からフィン部２７に作用しない。このため、フィン部２７の第２
の幅寸法部９５が屈曲せず、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法は、寸法Ｄ２
より大きい寸法Ｄ１となる。この際、フィン部２７の第１の幅寸法部９３が管腔壁に接触
する。この状態で装着ユニット２５を回転することにより、長手軸Ｃに平行な方向への推
進力が挿入部２に作用する。推進力により、内径が大きい管腔を通過する際に、挿入部２
の挿入性及び抜脱性を向上させることができる。以上のように、内視鏡１では、挿入部２
が通過する位置での管腔の内径に対応して、挿入部２の挿入及び抜脱が行うことができる
。
【００８０】
　また、内視鏡１では、フィン部２７に長手軸Ｃに平行な方向に外力が作用しない状態に
おいて、第１の幅寸法部９３の第１の幅寸法Ｔ１が第２の幅寸法部９５の第２の幅寸法Ｔ
２より大きい。このため、フィン部２７と管腔壁との接触面積が大きくなる。したがって
、装着ユニット２５が回転した際に、長手軸Ｃに平行な方向への推進力がさらに大きくな
る。これにより、内径が大きい管腔を通過する際の、挿入部２の挿入性及び抜脱性をさら
に向上させることができる。
【００８１】
　また、内視鏡１では、能動湾曲部１６の基端方向側より受動湾曲部１７が位置し、受動
湾曲部１７より基端方向側に受動湾曲部１７より可撓性が低い第１の蛇管部１８及び第２
の蛇管部１９が位置している。そして、湾曲管接続部２１の外周方向側の位置から蛇管接
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続部２３の外周方向側の位置まで、装着ユニット２５が長手軸Ｃに沿って延設される。す
なわち、装着ユニット２５の一部が受動湾曲部１７の外周方向側に位置している。以上の
ような構成にすることにより、挿入部２の基端方向側の部位に設けられる第２の蛇管部１
９の外周方向側に装着ユニット２５が位置しない。このため、第２の蛇管部１９の可撓性
の低下が防止される。したがって、管腔の屈曲箇所を挿入部２が通過し易くなり、管腔で
の挿入部２の挿入性及び抜脱性を向上させることができる。
【００８２】
　また、内視鏡１では、受動湾曲部１７の基端方向側に第１の蛇管部１８及び第２の蛇管
部１９が設けられている。このため、挿入部２の基端方向側の部位での可撓性が過度に高
くなることはない。したがって、装着ユニット２５が回転しない状態で挿入部２の挿入又
は抜脱を行う際に、術者により印加される長手軸Ｃに平行な方向への力を適切に伝達する
ことができる。
【００８３】
　また、内視鏡１では、第２の蛇管部１９の内部に、牽引ワイヤ８５及びコイルパイプ８
９が設けられている。牽引ワイヤ８５が牽引された際には、長手軸Ｃに平行な方向への圧
縮力がコイルパイプ８９に作用する。圧縮力が作用することにより、コイルパイプ８９の
硬度が高くなり、第２の蛇管部１９の可撓性が低下する。第２の蛇管部１９の可撓性が低
下することにより、装着ユニット２５が回転しない状態で挿入部２の挿入又は抜脱を行う
際に、術者により印加される長手軸Ｃに平行な方向への力の伝達性をさらに向上させるこ
とができる。
【００８４】
　また、内視鏡１では、回転ギア６３及び回転体６１のギア部６５と挿入本体１３の内部
の内蔵延設部材３３との間は、蛇管接続部２３に設けられる接続口金（仕切り部材）５８
により分離されている。これにより、回転ギア６３及びギア部６５と内蔵延設部材３３と
の接触を有効に防止することができる。
【００８５】
　また、内視鏡１では、弾性部材６２により回転体６１と接続口金５８との間を水密に保
たれている。これにより、ギア配置空洞６４への挿入部２の外部からの液体の流入が防止
されている。したがって、内蔵延設部材３３が設けられる挿入本体１３の内部への液体の
流入を有効に防止することができる。
【００８６】
　また、内視鏡１では、内蔵延設部材３３に被覆される保護チューブ３７の基端は、回転
ギア６３が取付けられる蛇管接続部２３より先端方向側に位置している。すなわち、保護
チューブ３７の基端は、回転ギア６３より先端方向側に位置している。蛇管接続部２３に
は、装着ユニット２５を回転させる部材である回転ギア６３、回転体６１等が取付けられ
る。このため、蛇管接続部２３（接続口金５８）の内径は、受動湾曲部１７の内径、第１
の蛇管部１８の内径等に比べて、小さい。そこで、内蔵延設部材３３に被覆される保護チ
ューブ３７の基端を蛇管接続部２３より先端方向側に位置させることにより、蛇管接続部
２３の内部でのスペースを確保することができる。
【００８７】
　（第１の実施形態の変形例）　
　なお、第１の実施形態では、挿入部２は、隙間がない状態でチューブ基端部２９が固定
される回転体（第２の回転体）６１を備える。しかし、第１の変形例として図７に示すよ
うに、挿入部２は、隙間がない状態でチューブ先端部２８が固定される回転体（第１の回
転体）１０１を備えてもよい。回転体１０１は、挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回りに回
転可能である。回転体１０１を回転させる原理については、回転体６１と同様であるため
、説明を省略する。チューブ先端部２８の先端側隙間減少部９１により、チューブ先端部
２８が挿入部２の回転体（第１の回転体）１０１に隙間９０がない状態で、固定されてい
る。
【００８８】
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　また、本変形例では、湾曲管接続部２１に、回転体１０１が設けられている。したがっ
て、能動湾曲部（第１の管状部）１６と受動湾曲部（第２の管状部）１７との間を接続す
る湾曲管接続部（第１の接続管部）２１の外周方向側に、チューブ先端部２８が位置して
いる。湾曲管接続部２１は、能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７より可撓性の低く、長手
軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。このため、本変形例においても、
能動湾曲部１６及び受動湾曲部１７が湾曲した際に、チューブ先端部２８と挿入部２の外
周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０が大きくなり難い。
【００８９】
　また、回転体（第１の回転体）１０１及び回転体（第２の回転体）６１の両方が設けら
れてもよい。以上より、回転体（第１の回転体）１０１及び回転体（第２の回転体）６１
の少なくともいずれか一方が設けられていればよい。
【００９０】
　また、第１の実施形態では、湾曲管接続部２１の外周方向側の位置から蛇管接続部２３
の外周方向側の位置まで、装着ユニット２５が長手軸Ｃに沿って延設される。しかし、第
２の変形例として図８に示すように、湾曲管接続部２１Ａの外周方向側の位置から中継接
続部２２Ａの外周方向側の位置まで、装着ユニット２５が長手軸Ｃに沿って延設されても
よい。本変形例では、挿入本体１３は、能動湾曲部１６Ａと、能動湾曲部１６Ａより基端
方向側に設けられる受動湾曲部１７Ａと、受動湾曲部１７Ａより基端方向側に設けられる
蛇管部１８Ａとを備える。能動湾曲部１６Ａと受動湾曲部１７Ａとの間は、湾曲管接続部
２１Ａにより接続されている。受動湾曲部１７Ａと蛇管部１８Ａとの間は、中継接続部２
２Ａにより接続されている。蛇管部１８Ａは、挿入部２の基端まで長手軸Ｃに沿って延設
されている。
【００９１】
　ここで、能動湾曲部１６Ａの構成は第１の実施形態の能動湾曲部１６と、受動湾曲部１
７Ａの構成は第１の実施形態の受動湾曲部１７と、蛇管部１８Ａの構成は第１の実施形態
の第１の蛇管部１８と、略同一である。また、湾曲管接続部２１Ａの構成は第１の実施形
態の湾曲管接続部２１と、中継接続部２２Ａの構成は第１の実施形態の中継接続部２２と
、略同一である。したがって、能動湾曲部１６Ａ、受動湾曲部１７Ａ、蛇管部１８Ａ、湾
曲管接続部２１Ａ及び中継接続部２２Ａの構成については、説明を省略する。
【００９２】
　本変形例では、能動湾曲部１６Ａが第１の管状部となり、受動湾曲部１７Ａが第２の管
状部と第３の管状部との連続体となる。そして、蛇管部１８Ａが第４の管状部となる。ま
た、湾曲管接続部２１Ａが、第１の管状部（１６Ａ）と第２の管状部（１７Ａ）との間を
接続する第１の接続管部となる。そして、中継接続部２２Ａが、第３の管状部（１７Ａ）
と第４の管状部（１８Ａ）との間を接続する第２の接続管部となる。
【００９３】
　本変形例では、能動湾曲部（第１の管状部）１６Ａと受動湾曲部（第２の管状部）１７
Ａとの間を接続する湾曲管接続部（第１の接続管部）２１Ａの外周方向側に、チューブ先
端部２８が位置している。湾曲管接続部２１Ａは、能動湾曲部１６Ａ及び受動湾曲部１７
Ａより可撓性の低く、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。このた
め、本変形例においても、能動湾曲部１６Ａ及び受動湾曲部１７Ａが湾曲した際に、チュ
ーブ先端部２８と挿入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、
隙間９０が大きくなり難い。
【００９４】
　また、受動湾曲部（第３の管状部）１７Ａと蛇管部（第４の管状部）１８Ａとの間を接
続する中継接続部（第２の接続管部）２２Ａの外周方向側に、チューブ基端部２９が位置
している。中継接続部２２Ａは、受動湾曲部１７Ａ及び蛇管部１８Ａより可撓性の低く、
長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用によって湾曲しない。このため、本変形例において
も、受動湾曲部１７Ａ及び蛇管部１８Ａが湾曲した際に、チューブ基端部２９と挿入部２
の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０が大きくなり難い
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。
【００９５】
　また、本変形例では、湾曲管接続部２１Ａの外周方向側の位置から中継接続部２２Ａの
外周方向側の位置まで、装着ユニット２５が長手軸Ｃに沿って延設されている。すなわち
、装着ユニット２５の略全体が受動湾曲部１７Ａの外周方向側に位置している。以上のよ
うな構成にすることにより、挿入部２の基端方向側の部位に設けられる蛇管部１８Ａの外
周方向側に装着ユニット２５が位置しない。このため、蛇管部１８Ａの可撓性の低下が防
止される。
【００９６】
　以上、第２の変形例から、挿入部２の基端方向側の部位の可撓性の低下を防止するため
には、装着ユニット２５の少なくとも一部が受動湾曲部（１７，１７Ａ）の外周方向側に
位置していればよい。
【００９７】
　また、第３の変形例として図９Ａ及び図９Ｂに示すように、チューブ本体２６と挿入部
２の外周部との間の隙間９０への送気及び隙間９０からの吸気を行う送気チューブ１０２
が設けられてもよい。送気チューブ１０２は、隙間９０から第１の蛇管部１８の外周部、
挿入本体１３（挿入部２）の内部、操作部３の内部を通って、操作部３の外部に延設され
ている。そして、送気チューブ１０２の他端は、送気ユニット１０３に接続されている。
送気ユニット１０３は、制御ユニット１０に電気的に接続されている。送気ユニット１０
３を駆動することにより、隙間９０への送気及び隙間９０からの吸気が行われる。隙間９
０での送気又は吸気により、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法（Ｄ１，Ｄ２
）が変化する。これにより、管腔の内径に対応させて、長手軸Ｃからフィン部２７の外周
端までの寸法（Ｄ１，Ｄ２）が調整される。したがって、様々な内径の管腔において、フ
ィン部２７の外周端を管腔壁と接触させることが可能となる。
【００９８】
　また、第４の変形例として図１０に示すように、挿入部２には、種類の異なる２つの装
着ユニット２５Ａ，２５Ｂが選択的に取付けられてもよい。装着ユニット（第１の装着ユ
ニット）２５Ａは、長手軸Ｃに平行な方向の寸法Ｌ１を有する。また、長手軸Ｃに平行な
方向への外力が作用しない状態で、装着ユニット２５Ａの長手軸Ｃからフィン部２７の外
周端までの寸法は、Ｄ３となる。装着ユニット（第２の装着ユニット）２５Ｂは、長手軸
Ｃに平行な方向について寸法Ｌ１より小さい寸法Ｌ２を有する。また、長手軸Ｃに平行な
方向への外力が作用しない状態で、装着ユニット２５Ｂの長手軸Ｃからフィン部２７の外
周端までの寸法は、寸法Ｄ３より大きい寸法Ｄ４となる。このような構成にすることによ
り、患者の種類、管腔の種類に対応させて、装着ユニット（２５Ａ，２５Ｂ）を挿入部２
に選択的に取付けることが可能となる。
【００９９】
　また、第５の変形例として図１１に示すように、装着ユニット２５のチューブ本体２６
の外周部には、２つのフィン部２７Ａ，２７Ｂが螺旋状に延設されてもよい。ここで、フ
ィン部（第１のフィン部）２７Ａの長手軸Ｃに対する鋭角α１は、フィン部（第２のフィ
ン部）２７Ｂの長手軸Ｃに対する鋭角α２と同一となる。また、フィン部２７Ａは、長手
軸Ｃに平行な方向にフィン部２７Ｂから寸法Ｓだけ離れて、フィン部２７Ｂと同一のピッ
チで延設されている。これにより、フィン部２７Ａとフィン部２７Ｂとが重なることなく
延設される。
【０１００】
　２つのフィン部２７Ａ，２７Ｂを設けることにより、フィン部２７Ａ，２７Ｂと管腔壁
との接触面積が大きくなる。したがって、装着ユニット２５が回転した際に、長手軸Ｃに
平行な方向への推進力がさらに大きくなる。これにより、管腔を通過する際の、挿入部２
の挿入性及び抜脱性がさらに向上する。
【０１０１】
　また、第６の変形例として図１２に示すように、挿入部２には、２つの装着ユニット２
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５Ｃ，２５Ｄが同時に取付けられてもよい。本変形例では、装着ユニット（第１の装着ユ
ニット）２５Ｃより基端方向側に、装着ユニット（第２の装着ユニット）２５Ｄが設けら
れている。挿入部２に取付けられる装着ユニット２５Ｃ，２５Ｄの数が増加することによ
り、装着ユニット２５Ｃ，２５Ｄが同時に回転した際に、長手軸Ｃに平行な方向への推進
力がさらに大きくなる。これにより、管腔を通過する際の、挿入部２の挿入性及び抜脱性
がさらに向上する。
【０１０２】
　また、第１の実施形態では、装着ユニット２５のチューブ本体２６は樹脂から形成され
、フィン部２７はゴムから形成されているが、これに限るものではない。例えば、第７の
変形例として図１３に示すように、チューブ本体２６が、金属製の螺旋管１０５と、螺旋
管１０５の外周方向側に被覆される金属製の網状管１０６と、網状管１０６の外周方向側
に被覆される樹脂製の外皮１０７と、を備えてもよい。すなわち、チューブ本体２６が、
第１の蛇管部１８及び第２の蛇管部１９と同様の層構成となる。本変形例では、フィン部
２７は、樹脂から形成され、チューブ本体２６の外皮１０７と一体に形成される。
【０１０３】
　（第２の実施形態）　
　次に、本発明の第２の実施形態について、図１４及び図１５を参照して説明する。第２
の実施形態は、第１の実施形態の構成を次の通り変形したものである。なお、第１の実施
形態と同一の部分については同一の符号を付して、その説明は省略する。
【０１０４】
　図１４は、本実施形態の部材挿入部７２を示す図である。図１４に示すように、本実施
形態でも第１の実施形態と同様に、回転ギア６３からチャンネル７３に沿って線状部材８
３が延設されている。線状部材８３の回転ギア６３とは反対側の端部には、切替え接続部
１１１が設けられている。本実施形態では、回転ギア６３、線状部材８３及び切替え接続
部１１１が、ギアユニット１１０となる。
【０１０５】
　また、装着部である部材挿入部７２には、モータ７５を備える駆動ユニット１１３又は
手動で回転操作が行われる手動回転部材１１８を備える手動回転ユニット１１７が選択的
に取付けられる。部材挿入部７２に駆動ユニット１１３が取付けられた状態では、切替え
接続部１１１は、線状部材８３とモータ７５との間を接続する。また、部材挿入部７２に
手動回転ユニット１１７が取付けられた状態では、切替え接続部１１１は、線状部材８３
と手動回転部材１１８との間を接続する。すなわち、切替え接続部１１１により、線状部
材８３と駆動部材であるモータ７５又は手動回転部材１１８との間が選択的に接続される
。これにより、ギアユニット１１０に、駆動ユニット１１３又は手動回転ユニット１１７
が選択的に接続される。
【０１０６】
　ギアユニット１１０に駆動ユニット１１３が接続された状態では、モータ７５の回転駆
動により、線状部材８３及び回転ギア６３がギア軸Ｒ回りに回転する。回転ギア６３が回
転することにより、回転体６１及び装着ユニット２５が挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回
りに回転する。また、ギアユニット１１０に手動回転ユニット１１７が接続された状態で
は、手動回転部材１１８での回転操作により、線状部材８３及び回転ギア６３がギア軸Ｒ
回りに回転する。これにより、回転体６１及び装着ユニット２５が挿入本体１３に対して
長手軸Ｃ回りに回転する。
【０１０７】
　図１５は、部材挿入部７２にモータ７５が装着された状態を示す図である。図１５に示
すように、モータ７５は、部材挿入部７２に固定された状態で設けられるモータ本体１２
１と、モータ７５が回転駆動された状態でモータ本体１２１に対して回転する回転軸部１
２２と、を備える。ギアユニット１１０に駆動ユニット１１３が接続された状態では、線
状部材８３は切替え接続部１１１を介して、回転軸部１２２に接続されている。また、操
作部３の部材挿入部７２とモータ７５のモータ本体１２１との間には、弾性部材１２３が
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設けられている。弾性部材１２３により、部材挿入部７２とモータ７５との間が水密に保
たれる。これにより、操作部３の内部への外部からの液体の流入が防止される。
【０１０８】
　また、部材挿入部７２に手動回転部材１１８が装着された状態では、弾性部材１２３に
より部材挿入部７２と手動回転部材１１８との間が水密に保たれる。これにより、操作部
３の内部への外部からの液体の流入が防止される。以上のような構成にすることにより、
部材挿入部７２に取付けられた状態で、モータ７５又は手動回転部材１１８を洗浄、消毒
することが可能となる。
【０１０９】
　次に、本実施形態の内視鏡１の作用について説明する。管腔において挿入部２を挿入又
は抜脱する際には、駆動部材であるモータ７５を回転駆動する。これにより、装着ユニッ
ト２５が長手軸Ｃ回りに回転し、長手軸Ｃに平行な方向への推進力が挿入部２に作用する
。この際、モータ７５に故障等の不具合が生じ、モータ７５が回転駆動されない可能性が
ある。この場合、装着ユニット２５が回転せず、長手軸Ｃに平行な方向への推進力が挿入
部２に作用しない。
【０１１０】
　そこで、本実施形態では、モータ７５に不具合が生じた場合には、モータ７５からギア
ユニット１１０の切替え接続部１１１を取外し、部材挿入部７２からモータ７５を取外す
。そして、手動回転部材１１８を部材挿入部７２に装着し、切替え接続部１１１により線
状部材８３と手動回転部材１１８との間を接続する。これにより、ギアユニット１１０と
手動回転ユニット１１７とが接続される。そして、手動回転部材１１８で回転操作を行う
。これにより、装着ユニット２５が回転し、長手軸Ｃに平行な方向への推進力が挿入部２
に作用する。以上のようにして、本実施形態では、駆動部材であるモータ７５の不具合に
適切に対応可能となる。
【０１１１】
　また、線状部材８３の回転ギア６３とは反対側の端部に設けられる切替え接続部１１１
により、線状部材８３と駆動部材であるモータ７５又は手動回転部材１１８との間が選択
的に接続される。したがって、モータ７５又は手動回転部材１１８の線状部材８３からの
取外し、及び、線状部材８３とモータ７５又は手動回転部材１１８との間の接続を行い易
い。
【０１１２】
　そこで、上記構成の内視鏡１では、第１の実施形態と同様の効果に加えて、以下の効果
を奏する。すなわち、内視鏡１では、回転ギア６３を備えるギアユニット１１０に、駆動
ユニット１１３又は手動回転ユニット１１７が選択的に接続される。このため、モータ７
５に不具合が生じた場合には、モータ７５からギアユニット１１０の切替え接続部１１１
を取外し、部材挿入部７２からモータ７５を取外す。そして、手動回転部材１１８を部材
挿入部７２に装着し、切替え接続部１１１により線状部材８３と手動回転部材１１８との
間を接続する。そして、手動回転部材１１８で回転操作を行う。これにより、装着ユニッ
ト２５が回転し、長手軸Ｃに平行な方向への推進力が挿入部２に作用する。以上のように
して、内視鏡１では、駆動部材であるモータ７５の不具合に適切に対応することができる
。
【０１１３】
　また、内視鏡１では、線状部材８３の回転ギア６３とは反対側の端部に設けられる切替
え接続部１１１により、線状部材８３と駆動部材であるモータ７５又は手動回転部材１１
８との間が選択的に接続される。したがって、モータ７５又は手動回転部材１１８の線状
部材８３からの取外し、及び、線状部材８３とモータ７５又は手動回転部材１１８との間
の接続を容易に行うことができる。
【０１１４】
　また、内視鏡１では、弾性部材１２３により部材挿入部７２と部材挿入部７２に装着さ
れたモータ７５又は手動回転部材１１８との間が、水密に保たれる。これにより、操作部
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３の内部への外部からの液体の流入が防止される。以上のような構成にすることにより、
部材挿入部７２に取付けられた状態で、モータ７５又は手動回転部材１１８を洗浄、消毒
することができる。
【０１１５】
　（第２の実施形態の変形例）　
　なお、第２の実施形態では、部材挿入部７２にモータ７５又は手動回転部材１１８が装
着されているが、これに限るものではない。例えば、第１の変形例として図１６に示すよ
うに、線状部材８３が、部材挿入口７１から操作部３の外部に延出されてもよい。本変形
例では、操作部３の外部で、切替え接続部１１１により線状部材８３とモータ７５又は手
動回転部材１１８とが選択的に接続される。
【０１１６】
　（第３の実施形態）　
　次に、本発明の第３の実施形態について、図１７及び図１８を参照して説明する。第３
の実施形態は、第１の実施形態の構成を次の通り変形したものである。なお、第１の実施
形態と同一の部分については同一の符号を付して、その説明は省略する。
【０１１７】
　図１７は、湾曲管接続部２１の近傍での挿入部２及び装着ユニット２５の構成を示す図
である。図１７に示すように、本実施形態の挿入本体１３は、第１の湾曲部外皮４５Ａと
、第２の湾曲部外皮４５Ｂとを備える。能動湾曲部１６では、湾曲部網状管４３の外周方
向側に第１の湾曲部外皮４５Ａが被覆されている。また、受動湾曲部１７では、湾曲部網
状管４３の外周方向側に第２の湾曲部外皮４５Ｂが被覆されている。第１の湾曲部外皮４
５Ａと第２の湾曲部外皮４５Ｂとの間には、金属製の中継外皮１２５が設けられている。
湾曲管接続部２１では、湾曲部網状管４３の外周方向側に中継外皮１２５が被覆されてい
る。
【０１１８】
　本実施形態では、第１の湾曲部外皮４５Ａ及び第１の蛇管部外皮４９により、挿入本体
１３の第１の外表面部１２７が形成されている。第１の外表面部１２７の外周方向側には
、装着ユニット２５のチューブ本体２６が位置している。また、中継外皮１２５により、
挿入本体１３の第２の外表面部１２８が形成されている。第２の外表面部１２８の外周方
向側には、装着ユニット２５のチューブ先端部２８が位置している。第１の湾曲部外皮４
５Ａがフッ素ゴム等から形成され、第１の蛇管部外皮４９が樹脂から形成されるのに対し
、中継外皮１２５は金属から形成されている。このため、第２の外表面部１２８は、第１
の外表面部１２７より摩擦に対する強度が高くなっている。
【０１１９】
　チューブ先端部２８では、先端側隙間減少部９１により、装着ユニット２５と挿入部２
の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０がなくなる、又は
、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少する。このため、装着ユニッ
ト２５が回転した際に、チューブ先端部２８と第２の外表面部１２８との間に摩擦が発生
し易い。そこで、本実施形態では、中継外皮１２５を設けることにより、第２の外表面部
１２８の摩擦に対する強度を高くしている。このため、装着ユニット２５が回転する際に
発生する摩擦により、第２の外表面部１２８が損傷し難い。
【０１２０】
　また、金属製の中継外皮１２５（第２の外表面部１２８）は、能動湾曲部（第１の管状
部）１６及び受動湾曲部１７（第２の管状部）より可撓性の低い湾曲管接続部２１（第１
の接続管部）に位置している。湾曲管接続部２１は、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作
用によって湾曲しない。このため、中継外皮１２５の品質を保ち易い。
【０１２１】
　図１８は、蛇管接続部２３の近傍での挿入部２及び装着ユニット２５の構成を示す図で
ある。図１８に示すように、蛇管接続部２３には、第１の実施形態と同様に、第１の蛇管
部１８と第２の蛇管部１９との間を接続する金属製の接続口金５８が設けられている。接
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続口金５８により、挿入本体１３の第３の外表面部１２９が形成されている。第３の外表
面部１２９の外周方向側には、装着ユニット２５のチューブ基端部２９が位置している。
接続口金５８は金属から形成されているため、第３の外表面部１２９は、第１の外表面部
１２７より摩擦に対する強度が高くなっている。
【０１２２】
　接続口金５８には、第１の実施形態と同様に、回転体（第２の回転体）６１及び回転ギ
ア６３が取付けられている。接続口金５８は、回転ギア６３及び回転体６１のギア部６５
と内蔵延設部材３３との間を分離する仕切り部材となっている。回転体６１と接続口金５
８との間には、回転ギア６３が位置するギア配置空洞６４が形成されている。挿入本体１
３（挿入部２）の内部及び操作部３の内部には、線状部材８３が延設されている。線状部
材８３の一端は、部材挿入部７２に装着されるモータ７５に接続されている。なお、本実
施形態では、第１の実施形態と異なり、チャンネルチューブ６９が設けられておらず、チ
ャンネル７３が形成されていない。
【０１２３】
　線状部材８３の他端には、回転ギア６３と線状部材８３との間を接続するギア接続部１
３１が設けられている。ギア接続部１３１は、ギア配置空洞６４で回転ギア６３と線状部
材８３との間を接続している。また、ギア接続部１３１は、弾性部材１３２を介して接続
口金５８に取付けられている。弾性部材１３２によってギア接続部１３１と接続口金５８
との間を水密に保つことにより、ギア配置空洞６４から挿入本体１３の内部への液体の流
入が防止される。
【０１２４】
　ここで、弾性部材１３２は、回転体６１と接続口金５８との間を水密に保つ第１の実施
形態の弾性部材６２に比べ、小さい。このため、装着ユニット２５が回転する際に、ギア
接続部１３１と弾性部材１３２との間の摩擦は、第１の実施形態で回転体６１と弾性部材
６２との間に発生する摩擦に比べ、小さい。このため、第１の実施形態に比べ、装着ユニ
ット２５を回転させる際の駆動力を小さくすることが可能となる。
【０１２５】
　また、チューブ基端部２９では、基端側隙間減少部９２により、装着ユニット２５と挿
入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０がなくなる
、又は、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少する。また、回転体６
１が接続口金５８に対して回転する。このため、装着ユニット２５が回転した際に、チュ
ーブ基端部２９及び回転体６１と第３の外表面部１２９との間に摩擦が発生し易い。そこ
で、本実施形態では、接続口金５８を設けることにより、第３の外表面部１２９の摩擦に
対する強度を高くしている。このため、装着ユニット２５が回転する際に発生する摩擦に
より、第３の外表面部１２９が損傷し難い。
【０１２６】
　また、金属製の接続口金５８（第３の外表面部１２９）は、第１の蛇管部（第３の管状
部）１８及び第２の蛇管部１９（第４の管状部）より可撓性の低い蛇管接続部２３（第２
の接続管部）に位置している。蛇管接続部２３は、長手軸Ｃに垂直な方向への外力の作用
によって湾曲しない。このため、接続口金５８の品質を保ち易い。
【０１２７】
　そこで、上記構成の内視鏡１では、第１の実施形態と同様の効果に加えて、以下の効果
を奏する。すなわち、内視鏡１のチューブ先端部２８では、先端側隙間減少部９１により
、装着ユニット２５と挿入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間
で、隙間９０がなくなる、又は、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減
少する。このため、装着ユニット２５が回転した際に、チューブ先端部２８と第２の外表
面部１２８との間に摩擦が発生し易い。そこで、挿入本体１３の第２の外表面部１２８は
、第１の外表面部１２７より摩擦に対する強度が高くなっている。したがって、装着ユニ
ット２５が回転する際に発生する摩擦による第２の外表面部１２８の損傷を、有効に防止
することができる。
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【０１２８】
　また、内視鏡１のチューブ基端部２９では、基端側隙間減少部９２により、装着ユニッ
ト２５と挿入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９０
がなくなる、又は、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少する。また
、回転体６１が接続口金５８に対して回転する。このため、装着ユニット２５が回転した
際に、チューブ基端部２９及び回転体６１と第３の外表面部１２９との間に摩擦が発生し
易い。そこで、挿入本体１３の第３の外表面部１２９は、第１の外表面部１２７より摩擦
に対する強度が高くなっている。このため、装着ユニット２５が回転する際に発生する摩
擦による第３の外表面部１２９の損傷を、有効に防止することができる。
【０１２９】
　また、内視鏡１では、ギア接続部１３１により、ギア配置空洞６４で回転ギア６３と線
状部材８３との間が接続されている。また、ギア接続部１３１は、弾性部材１３２を介し
て接続口金５８に取付けられている。弾性部材１３２によってギア接続部１３１と接続口
金５８との間を水密に保つことにより、ギア配置空洞６４から挿入本体１３の内部への液
体の流入を防止することができる。
【０１３０】
　また、内視鏡１では、弾性部材１３２は、回転体６１と接続口金５８との間を水密に保
つ第１の実施形態の弾性部材６２に比べ、小さい。このため、装着ユニット２５が回転す
る際に、ギア接続部１３１と弾性部材１３２との間の摩擦が小さくなる。したがって、装
着ユニット２５を回転させる際の駆動力を小さくすることができる。
【０１３１】
　また、内視鏡１では、金属製の中継外皮１２５（第２の外表面部１２８）は、能動湾曲
部（第１の管状部）１６及び受動湾曲部１７（第２の管状部）より可撓性の低い湾曲管接
続部２１（第１の接続管部）に位置している。湾曲管接続部２１は、長手軸Ｃに垂直な方
向への外力の作用によって湾曲しない。このため、中継外皮１２５の品質を容易に保つこ
とができる。また、金属製の接続口金５８（第３の外表面部１２９）は、第１の蛇管部（
第３の管状部）１８及び第２の蛇管部１９（第４の管状部）より可撓性の低い蛇管接続部
２３（第２の接続管部）に位置している。蛇管接続部２３は、長手軸Ｃに垂直な方向への
外力の作用によって湾曲しない。このため、接続口金５８の品質を容易に保つことができ
る。
【０１３２】
　（第３の実施形態の変形例）　
　なお、第３の実施形態では、中継外皮１２５により第２の外表面部１２８が形成されて
いるが、これに限るものではない。例えば、第１の変形例として図１９に示すように、湾
曲部外皮４５の外周部に、金属製のリング１３５を固定してもよい。この場合、リング１
３５により、第１の外表面部１２７より摩擦に対する強度が高い第２の外表面部１２８が
形成される。
【０１３３】
　また、第２の変形例として図２０に示すように、挿入部２は、隙間がない状態でチュー
ブ先端部２８が固定される回転体（第１の回転体）１０１を備えてもよい。本変形例では
、回転体１０１は、第２の外表面部１２８の外周方向側に位置している。装着ユニット２
５が回転した際に、チューブ先端部２８及び回転体１０１と第２の外表面部１２８との間
に摩擦が発生し易い。そこで、本変形例では、第２の外表面部１２８の摩擦に対する強度
を、第１の外表面部１２７より高くしている。このため、装着ユニット２５が回転する際
に発生する摩擦により、第２の外表面部１２８が損傷し難い。
【０１３４】
　また、装着ユニット２５が回転した際に、チューブ基端部２９と第３の外表面部１２９
との間に摩擦が発生し易い。そこで、本変形例では、第３の外表面部１２９の摩擦に対す
る強度を、第１の外表面部１２７より高くしている。このため、装着ユニット２５が回転
する際に発生する摩擦により、第３の外表面部１２９が損傷し難い。
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【０１３５】
　（第４の実施形態）　
　次に、本発明の第４の実施形態について、図２１及び図２２を参照して説明する。第４
の実施形態は、第１の実施形態の構成を次の通り変形したものである。なお、第１の実施
形態と同一の部分については同一の符号を付して、その説明は省略する。
【０１３６】
　図２１は、蛇管接続部２３の近傍での挿入部２及び装着ユニット２５の構成を示す図で
ある。図２２は、図２１の２２－２２線断面図である。図２１及び図２２に示すように、
本実施形態では、挿入部２は、挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回りに回転する回転体６１
を備えない。また、装着ユニット２５のチューブ基端部２９に、ギアユニット１１０の回
転ギア６３と噛合うギア部１３７が設けられている。このような構成にすることにより、
挿入部２の外周部に回転ギア６３が位置し、挿入部２の外周部にギア配置部１３８が設け
られる。すなわち、装着ユニット２５を挿入部２から取外した状態では、回転ギア６３が
外部に露出している。
【０１３７】
　また、回転ギア６３には、ギア軸Ｒに沿って溝状部１３９が設けられている。溝状部１
３９は、ギア軸Ｒに垂直な断面において、略六角形状に形成されている。
【０１３８】
　チューブ基端部２９では、基端側隙間減少部９２により、装着ユニット２５と接続口金
５８又は回転ギア６３との間で、隙間９０をなくす又は隙間９０をチューブ本体２６の内
周方向側の部位より減少させている。すなわち、基端側隙間減少部９２により、装着ユニ
ット２５と挿入部２の外周部又は挿入部２の外周部に取付けられる部材との間で、隙間９
０がなくなる、又は、隙間９０がチューブ本体２６の内周方向側の部位より減少する。ま
た、基端側隙間減少部９２により、挿入部２の外周部に取付けられる回転ギア６３に隙間
９０がない状態でチューブ基端部２９が噛合う。したがって、ギア軸Ｒ回りに回転ギア６
３が回転することにより、装着ユニット２５が挿入本体１３に対して長手軸Ｃ回りに回転
する。
【０１３９】
　挿入部２の外周部のギア配置部１３８からは、接続パイプ６７、チャンネルチューブ６
８及び部材挿入部７２により、チャンネル７３が規定されている。すなわち、部材挿入部
７２、チャンネルチューブ６８及び接続パイプ６７がチャンネル７３を規定するチャンネ
ル規定部となっている。チャンネル７３は、操作部３の部材挿入口７１からギア配置部１
３８まで延設されている。すなわち、チャンネル７３は、操作部３の外表面から操作部３
の内部及び挿入部２（挿入本体１３）の内部を通って延設されている。そして、挿入部２
の外周部の回転ギア６３が位置するギア配置部１３８で、挿入部２の外部に対して開口し
ている。
【０１４０】
　本実施形態では、挿入部２の外周部に回転ギア６３が位置し、挿入部２の外周部にギア
配置部１３８が設けられる。ギア配置部１３８と挿入本体１３との間は、接続口金５８に
より分離されている。すなわち、接続口金５８は、回転ギア６３及びチューブ基端部２９
のギア部１３７と内蔵延設部材３３との間を分離する仕切り部材となっている。また、挿
入部２の外周部にギア配置部１３８が位置するため、装着ユニット２５を挿入部２から取
外した状態では、回転ギア６３が外部に露出する。したがって、回転ギア６３の洗浄、消
毒を行い易い。
【０１４１】
　また、チャンネル７３が、操作部３の外表面から挿入部２の外周部のギア配置部１３８
まで延設している。すなわち、チャンネル７３の両端が、挿入部２及び操作部３の外部に
対して開口している。このため、チャンネル７３に液体が流入した場合も、チャンネル７
３に液体が滞留し難い。したがって、挿入本体１３の内部のチャンネル７３への液体の流
入を防止する必要がない。本実施形態では、防水用の弾性部材が設けられていないため、
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装着ユニット２５が回転する際に、線状部材８３及びチューブ基端部２９に作用する摩擦
が小さくなる。このため、装着ユニット２５を回転させる際の駆動力を小さくすることが
可能となる。したがって、駆動部材であるモータ７５及び線状部材８３の小型化、及び、
内視鏡１自体の小型化が実現される。
【０１４２】
　そこで、上記構成の内視鏡１では、第１の実施形態と同様の効果に加えて、以下の効果
を奏する。すなわち、内視鏡１では、挿入部２の外周部に回転ギア６３が位置し、挿入部
２の外周部にギア配置部１３８が設けられる。このため、装着ユニット２５を挿入部２か
ら取外した状態では、回転ギア６３が外部に露出する。したがって、回転ギア６３の洗浄
、消毒を容易に行うことができる。
【０１４３】
　また、チャンネル７３が、操作部３の外表面から挿入部２の外周部のギア配置部１３８
まで延設している。すなわち、チャンネル７３の両端が、挿入部２及び操作部３の外部に
対して開口している。このため、チャンネル７３に液体が流入した場合も、チャンネル７
３に液体が滞留し難い。したがって、挿入本体１３の内部のチャンネル７３への液体の流
入を防止する必要がない。防水用の弾性部材が設けられていないため、装着ユニット２５
が回転する際に、線状部材８３及びチューブ基端部２９に作用する摩擦が小さくなる。こ
のため、装着ユニット２５を回転させる際の駆動力を小さくすることができる。したがっ
て、駆動部材であるモータ７５及び線状部材８３の小型化、及び、内視鏡１自体の小型化
を実現することができる。
【０１４４】
　（第４の実施形態の変形例）　
　第４の実施形態の第１の変形例として、図２３に示すように回転ギア６３を備えるギア
ユニット１１０に、駆動ユニット１１３又は手動回転ユニット１１７が選択的に接続され
てもよい。駆動ユニット１１３は、駆動部材であるモータ７５と、第１の線状部材８３Ａ
とを備える。装着部である部材挿入部７２にモータ７５が装着された状態では、第１の線
状部材８３Ａは、操作部３の内部及び挿入部２の内部を通って回転ギア６３に向かって延
設される。また、駆動ユニット１１３は、ギア配置部１３８で回転ギア６３と第１の線状
部材８３Ａとの間を接続する第１の切替え接続部１４１Ａを備える。図２４は、図２３の
２４－２４線断面図である。図２４に示すように、第１の切替え接続部１４１Ａは、ギア
軸Ｒに垂直な断面において、回転ギア６３の溝状部１３９に対応する略六角形状に形成さ
れている。第１の切替え接続部１４１Ａが溝状部１３９に挿入されることにより、回転ギ
ア６３と第１の線状部材８３Ａとの間が接続される。これにより、ギアユニット１１０と
駆動ユニット１１３とが接続される。
【０１４５】
　手動回転ユニット１１７は、手動回転部材１１８と、第２の線状部材８３Ｂとを備える
。装着部である部材挿入部７２に手動回転部材１１８が装着された状態では、第２の線状
部材８３Ｂは、操作部３の内部及び挿入部２の内部を通って回転ギア６３に向かって延設
される。また、手動回転ユニット１１７は、ギア配置部１３８で回転ギア６３と第２の線
状部材８３Ｂとの間を接続する第２の切替え接続部１４１Ｂを備える。第２の切替え接続
部１４１Ｂは、第１の切替え接続部１４１Ａと同様に、ギア軸Ｒに垂直な断面において、
回転ギア６３の溝状部１３９に対応する略六角形状に形成されている。第２の切替え接続
部１４１Ｂが溝状部１３９に挿入されることにより、回転ギア６３と第２の線状部材８３
Ｂとの間が接続される。これにより、ギアユニット１１０と手動回転ユニット１１７とが
接続される。
【０１４６】
　本変形例では、回転ギア６３を備えるギアユニット１１０に、駆動ユニット１１３又は
手動回転ユニット１１７が選択的に接続される。このため、モータ７５に不具合が生じた
場合には、回転ギア６３から駆動ユニット１１３の第１の切替え接続部１４１Ａを取外し
、部材挿入部７２から駆動ユニット１１３を取外す。そして、手動回転部材１１８を部材
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挿入部７２に装着し、第２の切替え接続部１４１Ｂにより第２の線状部材８３Ｂと回転ギ
ア６３との間を接続する。そして、手動回転部材１１８で回転操作を行う。これにより、
装着ユニット２５が回転し、長手軸Ｃに平行な方向への推進力が挿入部２に作用する。以
上のようにして、本変形例の内視鏡１では、駆動部材であるモータ７５の不具合に適切に
対応することが可能である。また、駆動ユニット１１３の第１の線状部材８３Ａの不具合
にも、適切に対応することが可能である。
【０１４７】
　（第５の実施形態）　
　次に、本発明の第５の実施形態について、図２５乃至図２７を参照して説明する。第５
の実施形態は、第１の実施形態の構成を次の通り変形したものである。なお、第１の実施
形態と同一の部分については同一の符号を付して、その説明は省略する。
【０１４８】
　図２５は、本実施形態の挿入部２及び装着ユニット１４５の構成を示す図である。図２
５に示すように、装着ユニット１４５は、長手軸Ｃに沿って螺旋状に延設されるフィン部
１４７を備える。また、装着ユニット１４５は、フィン部１４７の基端が固定される基端
側リング１４８と、フィン部１４７の先端が固定される先端側リング１４９とを備える。
【０１４９】
　基端側リング１４８は、回転体６１に隙間がない状態で固定されている。これにより、
回転体６１の回転に対応して、回転体６１と一体に装着ユニット１４５が挿入本体１３に
対して長手軸Ｃ回りに回転する。ただし、基端側リング１４８は、挿入本体１３に対して
長手軸Ｃに沿った移動が不可能な状態に、規制されている。
【０１５０】
　フィン部１４７は、長手軸Ｃに沿って螺旋状に延設される金属芯１５１と、金属芯１５
１の周囲を覆った状態で設けられるゴム部１５２と、を備える。金属芯１５１を設けるこ
とにより、基端側リング１４８から先端側リング１４９まで回転が適切に伝達される。ま
た、金属芯１５１にゴム部１５２を被覆することにより、硬度の高い金属芯１５１の露出
が防止される。
【０１５１】
　先端側リング１４９は、長手軸Ｃに平行な方向に外力が作用することにより、挿入部２
（挿入本体１３）に対して長手軸Ｃに沿って移動する。これにより、長手軸Ｃからフィン
部１４７の外周端までの寸法が変化する。また、長手軸Ｃに平行な方向についての装着ユ
ニット１４５の寸法も変化する。ここで、長手軸Ｃに平行な方向に外力が作用しない状態
では、長手軸Ｃからフィン部１４７の外周端までの寸法は、Ｄ５となる。
【０１５２】
　図２６は、基端方向から外力がフィン部１４７に作用した状態を示す図である。図２６
に示すように、基端方向から外力が作用することにより、先端側リング１４９が先端方向
に移動する。これにより、フィン部１４７のピッチが大きくなり、装着ユニット１４５の
内径が小さくなる。この際、長手軸Ｃからフィン部１４７の外周端までの寸法は、Ｄ６と
なり、長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しない状態での寸法Ｄ５より小さくなる。また
、長手軸Ｃに平行な方向についての装着ユニット１４５の寸法は、長手軸Ｃに平行な方向
へ外力が作用しない状態より大きくなる。
【０１５３】
　図２７は、先端方向から外力がフィン部１４７に作用した状態を示す図である。図２７
に示すように、先端方向から外力が作用することにより、先端側リング１４９が基端方向
に移動する。これにより、フィン部１４７のピッチが小さくなり、装着ユニット１４５の
内径が大きくなる。この際、長手軸Ｃからフィン部１４７の外周端までの寸法は、Ｄ７と
なり、長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しない状態での寸法Ｄ５より大きくなる。また
、長手軸Ｃに平行な方向についての装着ユニット１４５の寸法は、長手軸Ｃに平行な方向
へ外力が作用しない状態より小さくなる。以上のように、長手軸Ｃに平行な方向への外力
の作用状態に対応して、長手軸Ｃからフィン部２７の外周端までの寸法（Ｄ３～Ｄ５）が
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【０１５４】
　次に、本実施形態の内視鏡１の作用について説明する。挿入部２が管腔へ挿入される際
には、先端方向から外力が作用することにより、先端側リング１４９が基端方向に移動す
る。これにより、長手軸Ｃからフィン部１４７の外周端までの寸法は、Ｄ７となり、長手
軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しない状態での寸法Ｄ５より大きくなる。これにより、大
腸の内部、小腸の内部等でフィン部１４７が管腔壁に接触し易くなる。このため、装着ユ
ニット２５を回転した際に、先端方向へ挿入部２に作用する推進力が大きくなる。したが
って、管腔での挿入部２の挿入性が向上する。
【０１５５】
　一方、挿入部２が管腔から抜脱される際には、基端方向から外力が作用することにより
、基端側リング１４８が先端方向に移動する。これにより、長手軸Ｃからフィン部１４７
の外周端までの寸法は、Ｄ６となり、長手軸Ｃに平行な方向へ外力が作用しない状態での
寸法Ｄ５より小さくなる。したがって、装着ユニット２５を回転させることなく、術者に
よる長手軸Ｃに平行な方向への力により、容易に挿入部２が抜脱される。
【０１５６】
　そこで、上記構成の内視鏡１では、第１の実施形態と同様の効果に加えて、以下の効果
を奏する。すなわち、内視鏡１では、挿入部２が管腔へ挿入される際に、先端方向から外
力が作用する。先端方向からの外力により、先端側リング１４９が基端方向に移動する。
これにより、長手軸Ｃからフィン部１４７の外周端までの寸法は、Ｄ７となり、長手軸Ｃ
に平行な方向へ外力が作用しない状態での寸法Ｄ５より大きくなる。これにより、大腸の
内部、小腸の内部等でフィン部１４７が管腔壁に接触し易くなる。このため、装着ユニッ
ト２５を回転した際に、先端方向へ挿入部２に作用する推進力が大きくなる。したがって
、管腔での挿入部２の挿入性を向上させることができる。
【０１５７】
　また、内視鏡１では、挿入部２が管腔から抜脱される際に、基端方向から外力が作用す
る。基端方向からの外力により、基端側リング１４８が先端方向に移動する。これにより
、長手軸Ｃからフィン部１４７の外周端までの寸法は、Ｄ６となり、長手軸Ｃに平行な方
向へ外力が作用しない状態での寸法Ｄ５より小さくなる。したがって、装着ユニット２５
を回転させることなく、術者による長手軸Ｃに平行な方向への力により、容易に挿入部２
を抜脱することができる。
【０１５８】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は前記の実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形ができることは勿論である。
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【図２６】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月26日(2012.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手軸に沿って延設される挿入本体を備え、管腔に挿入される挿入部と、
　前記挿入部より基端方向側に設けられる操作部と、
　内周部によって挿入部が挿通可能な挿通空洞が形成され、前記挿入本体に対して長手軸
回りに回転可能な状態で前記挿入部の外周方向側に着脱可能に装着される装着ユニットで
あって、前記長手軸に沿って螺旋状に延設されるフィン部と、前記内周部に全周に渡って
形成されるギア部と、を備える装着ユニットと、
　前記ギア部と噛合うことにより、前記装着ユニットが前記挿入部に装着され、前記装着
ユニットが装着された状態でギア軸回りに回転することにより、前記装着ユニットを前記
長手軸回りに回転させる回転ギアと、
　前記回転ギアが取付けられ、前記挿入部の外周部に前記回転ギアが配置されるギア配置
部を規定するベース部と、
　前記ベース部に設けられ、前記ギア配置部と前記挿入部の内部との間を分離する仕切り
部材と、
　前記操作部の外表面から前記操作部の内部及び前記挿入部の内部を通って延設され、前
記ギア配置部で前記挿入部の外部に対して開口するチャンネルを規定するチャンネル規定
部と、
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　前記チャンネルの内部を通って延設され、前記装着ユニットを回転させる回転駆動力を
前記回転ギアに伝達する駆動力伝達部と、
　を具備する内視鏡。
【請求項２】
　前記挿入部では、前記回転ギアより先端方向側の外径が、前記回転ギアより基端方向側
の外径より小さい、請求項１の内視鏡。
【請求項３】
　前記駆動力伝達部は、一端が前記回転ギアに接続され、前記ギア軸回りに回転すること
により、前記回転ギアを回転させる線状部材を備える、請求項１の内視鏡。
【請求項４】
　長手軸に沿って延設される挿入本体を備え、管腔に挿入される挿入部と、前記挿入部よ
り基端方向側に設けられる操作部と、ギア軸回りに回転可能な回転ギアと、前記回転ギア
が取付けられ、前記挿入部の外周部に前記回転ギアが配置されるギア配置部を規定するベ
ース部と、前記ベース部に設けられ、前記ギア配置部と前記挿入部の内部との間を分離す
る仕切り部材と、前記操作部の外表面から前記操作部の内部及び前記挿入部の内部を通っ
て延設され、前記ギア配置部で前記挿入部の外部に対して開口するチャンネルを規定する
チャンネル規定部と、前記チャンネルの内部を通って延設される駆動力伝達部と、を備え
る内視鏡において、前記挿入部に取付けられる装着ユニットであって、
　前記装着ユニットは、内周部によって挿入部が挿通可能な挿通空洞が形成され、前記挿
入本体に対して長手軸回りに回転可能な状態で前記挿入部の外周方向側に着脱可能に装着
され、
　前記装着ユニットは、前記長手軸に沿って螺旋状に延設されるフィン部と、前記内周部
に全周に渡って形成されるギア部と、を備え、
　前記装着ユニットは、前記回転ギアが前記ギア部と噛合うことにより、前記挿入部に装
着され、
　前記装着ユニットは、前記挿入部に装着された状態において、前記駆動力伝達部から伝
達された回転駆動力によって前記回転ギアがギア軸回りに回転することにより、前記長手
軸回りに回転する、
 装着ユニット。
【請求項５】
　操作部より先端方向側に設けられ、管腔に挿入される内視鏡挿入部であって、
　長手軸に沿って延設される挿入本体と、
　前記挿入本体に対して前記長手軸回りに回転可能な状態で前記挿入本体の外周方向側に
設けられる回転体であって、内周部に全周に渡って形成されるギア部を備える回転体と、
　前記ギア部と噛合い、ギア軸回りに回転することにより、前記回転体を前記長手軸回り
に回転させる回転ギアと、
　前記回転ギアが取付けられ、径方向について前記挿入本体と前記回転体との間に前記回
転ギアが配置されるギア配置空洞を規定するベース部と、
　前記挿入本体の内部を通って延設され、前記回転体を回転させる回転駆動力を前記回転
ギアに伝達する駆動力伝達部と、
　前記ギア部より前記先端方向側で、前記回転体の内周部と前記ベース部の外周部との間
を水密に保つ第１の弾性部材と、
　前記ギア部より基端方向側で、前記回転体の前記内周部と前記ベース部の前記外周部と
の間を水密に保つ第２の弾性部材と、
　を具備する内視鏡挿入部。
【請求項６】
　請求項５の内視鏡挿入部に取付けられる装着ユニットであって、
　前記装着ユニットは、隙間がない状態で前記内視鏡挿入部の前記回転体に固定され、前
記回転体と一体に前記長手軸回りに回転可能である、装着ユニット。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
本発明は、管腔（lumen）に挿入される内視鏡挿入部、この内視鏡挿入部を備える内視鏡
、及び、この内視鏡挿入部に装着される装着ユニットに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
本発明は前記課題に着目してなされたものであり、その目的とするところは、回転ギアと
内蔵延設部材との接触を有効に防止することが可能な装着ユニット、内視鏡挿入部及び内
視鏡を提供することにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
前記目的を達成するため、本発明のある態様の内視鏡は、長手軸に沿って延設される挿入
本体を備え、管腔に挿入される挿入部と、前記挿入部より基端方向側に設けられる操作部
と、内周部によって挿入部が挿通可能な挿通空洞が形成され、前記挿入本体に対して長手
軸回りに回転可能な状態で前記挿入部の外周方向側に着脱可能に装着される装着ユニット
であって、前記長手軸に沿って螺旋状に延設されるフィン部と、前記内周部に全周に渡っ
て形成されるギア部と、を備える装着ユニットと、前記ギア部と噛合うことにより、前記
装着ユニットが前記挿入部に装着され、前記装着ユニットが装着された状態でギア軸回り
に回転することにより、前記装着ユニットを前記長手軸回りに回転させる回転ギアと、前
記回転ギアが取付けられ、前記挿入部の外周部に前記回転ギアが配置されるギア配置部を
規定するベース部と、前記ベース部に設けられ、前記ギア配置部と前記挿入部の内部との
間を分離する仕切り部材と、前記操作部の外表面から前記操作部の内部及び前記挿入部の
内部を通って延設され、前記ギア配置部で前記挿入部の外部に対して開口するチャンネル
を規定するチャンネル規定部と、前記チャンネルの内部を通って延設され、前記装着ユニ
ットを回転させる回転駆動力を前記回転ギアに伝達する駆動力伝達部と、を備える。
　また、本発明の別のある態様は、操作部より先端方向側に設けられ、管腔に挿入される
内視鏡挿入部であって、長手軸に沿って延設される挿入本体と、前記挿入本体に対して前
記長手軸回りに回転可能な状態で前記挿入本体の外周方向側に設けられる回転体であって
、内周部に全周に渡って形成されるギア部を備える回転体と、前記ギア部と噛合い、ギア
軸回りに回転することにより、前記回転体を前記長手軸回りに回転させる回転ギアと、前
記回転ギアが取付けられ、径方向について前記挿入本体と前記回転体との間に前記回転ギ
アが配置されるギア配置部を規定するベース部と、前記挿入本体の内部を通って延設され
、前記回転体を回転させる回転駆動力を前記回転ギアに伝達する駆動力伝達部と、前記ギ
ア部より前記先端方向側で、前記回転体の内周部と前記ベース部の外周部との間を水密に
保つ第１の弾性部材と、前記ギア部より基端方向側で、前記回転体の前記内周部と前記ベ
ース部の前記外周部との間を水密に保つ第２の弾性部材と、を備える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
本発明によれば、回転ギアと内蔵延設部材との接触を有効に防止することが可能な装着ユ
ニット、内視鏡挿入部及び内視鏡を提供することができる。
【手続補正書】
【提出日】平成25年4月15日(2013.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手軸に沿って延設され、管腔に挿入される挿入本体であって、外部からの液体の流入
が防止される状態に内部に空間部が形成される挿入本体と、
　前記挿入本体の前記空間部に前記長手軸に沿って延設される内蔵延設部材と、
　前記挿入本体より基端方向側に設けられ、外部に対して開口する開口部が外表面に形成
される操作部と、
　内周部によって前記挿入本体が挿通可能な挿通空洞が形成され、前記挿入本体に対して
長手軸回りに回転制御可能な状態で前記挿入本体の外周方向側に着脱可能に装着される装
着ユニットであって、前記長手軸に沿って螺旋状に延設されるフィン部と、前記内周部に
全周に渡って形成されるギア部と、を備える装着ユニットと、
　前記装着ユニットが前記挿入本体に前記長手軸回りに回転制御可能に取付けられた状態
において、前記ギア部と噛合う回転ギアであって、前記装着ユニットの前記ギア部と噛合
った状態でギア軸回りに回転することにより、前記装着ユニットが前記長手軸回りに回転
制御される回転ギアと、
　前記挿入本体に設けられ、前記挿入本体に取付けられた前記回転ギアが配置されるギア
配置部を外周部に形成する仕切り部材であって、第１の開口位置で前記外周方向側に向か
って開口し、かつ、第２の開口位置で前記挿入本体の前記内部に対して開口する状態に前
記ギア配置部を規定し、前記ギア配置部に流入した液体が前記第１の開口位置と前記第２
の開口位置との間で前記挿入本体の前記内部の前記空間部へ流出しない状態に、前記ギア
配置部と前記挿入本体の前記空間部との間を分離する仕切り部材と、
　前記挿入本体の前記内部の前記空間部に延設され、先端が前記第２の開口位置で前記仕
切り部材に接続されるチャンネルチューブであって、一端が前記操作部の前記開口部で前
記操作部の前記外部に対して開口し、かつ、他端が前記第２の開口位置で前記ギア配置部
と連通する状態に、チャンネルが内部に形成され、前記チャンネルに流入した液体が前記
操作部の前記開口部と前記ギア配置部との間で前記チャンネルチューブの外部へ流出しな
い状態に、前記仕切り部材に接続されるチャンネルチューブと、
　前記チャンネルを通って延設され、前記挿入本体に取付けられた前記回転ギアと一体に
前記ギア軸回りに回転可能な線状部材と、
　を具備する内視鏡。
【請求項２】
　前記仕切り部材に取付けられる回転ギアは、前記装着ユニットが前記挿入本体から取外
された状態において、前記第１の開口位置から前記ギア配置部の外部に対して露出し、
　前記挿入本体では、前記回転ギアより先端方向側の部位の外径が、前記回転ギアより基
端方向側の部位の外径より小さく形成され、
　前記チャンネルチューブは、前記挿入本体の前記空間部において、前記回転ギアより基
端方向側に延設される、
　請求項１の内視鏡。
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【請求項３】
　前記線状部材は、一端が前記回転ギアに着脱可能に接続され、前記挿入本体に取付けら
れた前記回転ギアに接続された状態で前記線状部材が前記ギア軸回りに回転することによ
り、前記回転ギアを回転させる、請求項１の内視鏡。
【請求項４】
　長手軸に沿って延設され、管腔に挿入される挿入本体であって、外部からの液体の流入
が防止される状態に内部に空間部が形成される挿入本体と、
　前記挿入本体の前記空間部に前記長手軸に沿って延設される内蔵延設部材と、
　前記挿入本体より基端方向側に設けられ、外部に対して開口する開口部が外表面に形成
される操作部と、
　ギア軸回りに回転可能に前記挿入本体に取付けられる回転ギアと、
　前記挿入本体に設けられ、前記挿入本体に取付けられた前記回転ギアが配置されるギア
配置部を外周部に形成する仕切り部材であって、第１の開口位置で外周方向側に向かって
開口し、かつ、第２の開口位置で前記挿入本体の前記内部に対して開口する状態に前記ギ
ア配置部を規定し、前記ギア配置部に流入した液体が前記第１の開口位置と前記第２の開
口位置との間で前記挿入本体の前記内部の前記空間部へ流出しない状態に、前記ギア配置
部と前記挿入本体の前記空間部との間を分離する仕切り部材と、
　前記挿入本体の前記内部の前記空間部に延設され、先端が前記第２の開口位置で前記仕
切り部材に接続されるチャンネルチューブであって、一端が前記操作部の前記開口部で前
記操作部の前記外部に対して開口し、かつ、他端が前記第２の開口位置で前記ギア配置部
と連通する状態に、チャンネルが内部に形成され、前記チャンネルに流入した液体が前記
操作部の前記開口部と前記ギア配置部との間で前記チャンネルチューブの外部へ流出しな
い状態に、前記仕切り部材に接続されるチャンネルチューブと、
　前記チャンネルを通って延設され、前記挿入本体に取付けられた前記回転ギアと一体に
前記ギア軸回りに回転可能な線状部材と、
　を備える内視鏡において、前記挿入本体に取付けられる装着ユニットであって、
　前記装着ユニットは、内周部によって挿入本体を挿通可能な挿通空洞が形成され、前記
挿入本体に対して長手軸回りに回転制御可能な状態で前記挿入本体の前記外周方向側に着
脱可能に装着され、
　前記装着ユニットは、前記長手軸に沿って螺旋状に延設されるフィン部と、前記内周部
に全周に渡って形成されるギア部と、を備え、
　前記装着ユニットの前記ギア部は、前記装着ユニットが前記挿入本体に装着された状態
において、前記ギア配置部の前記第１の開口位置より前記外周方向側で、前記回転ギアと
噛合い、
　前記装着ユニットは、前記ギア部が前記回転ギアと噛合った状態において、前記挿入本
体に取付けられた前記回転ギアと一体に前記線状部材が前記ギア軸回りに回転することに
より、前記挿入本体に対して前記長手軸回りに回転制御される、
　装着ユニット。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
本発明は、管腔（lumen）に挿入される挿入本体を備える内視鏡、及び、この挿入本体に
装着される装着ユニットに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
本発明は前記課題に着目してなされたものであり、その目的とするところは、回転ギアと
内蔵延設部材との接触を有効に防止することが可能な装着ユニット及び内視鏡を提供する
ことにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
前記目的を達成するため、本発明のある態様の内視鏡は、長手軸に沿って延設され、管腔
に挿入される挿入本体であって、外部からの液体の流入が防止される状態に内部に空間部
が形成される挿入本体と、前記挿入本体の前記空間部に前記長手軸に沿って延設される内
蔵延設部材と、前記挿入本体より基端方向側に設けられ、外部に対して開口する開口部が
外表面に形成される操作部と、内周部によって前記挿入本体が挿通可能な挿通空洞が形成
され、前記挿入本体に対して長手軸回りに回転制御可能な状態で前記挿入本体の外周方向
側に着脱可能に装着される装着ユニットであって、前記長手軸に沿って螺旋状に延設され
るフィン部と、前記内周部に全周に渡って形成されるギア部と、を備える装着ユニットと
、前記装着ユニットが前記挿入本体に前記長手軸回りに回転制御可能に取付けられた状態
において、前記ギア部と噛合う回転ギアであって、前記装着ユニットの前記ギア部と噛合
った状態でギア軸回りに回転することにより、前記装着ユニットが前記長手軸回りに回転
制御される回転ギアと、前記挿入本体に設けられ、前記挿入本体に取付けられた前記回転
ギアが配置されるギア配置部を外周部に形成する仕切り部材であって、第１の開口位置で
前記外周方向側に向かって開口し、かつ、第２の開口位置で前記挿入本体の前記内部に対
して開口する状態に前記ギア配置部を規定し、前記ギア配置部に流入した液体が前記第１
の開口位置と前記第２の開口位置との間で前記挿入本体の前記内部の前記空間部へ流出し
ない状態に、前記ギア配置部と前記挿入本体の前記空間部との間を分離する仕切り部材と
、前記挿入本体の前記内部の前記空間部に延設され、先端が前記第２の開口位置で前記仕
切り部材に接続されるチャンネルチューブであって、一端が前記操作部の前記開口部で前
記操作部の前記外部に対して開口し、かつ、他端が前記第２の開口位置で前記ギア配置部
と連通する状態に、チャンネルが内部に形成され、前記チャンネルに流入した液体が前記
操作部の前記開口部と前記ギア配置部との間で前記チャンネルチューブの外部へ流出しな
い状態に、前記仕切り部材に接続されるチャンネルチューブと、前記チャンネルを通って
延設され、前記挿入本体に取付けられた前記回転ギアと一体に前記ギア軸回りに回転可能
な線状部材と、を備える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
本発明によれば、回転ギアと内蔵延設部材との接触を有効に防止することが可能な装着ユ
ニット及び内視鏡を提供することができる。
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插入主体的内部和操作部的内部从其远端部延伸出。 沿纵轴的插入部
分。 插入主体包括分隔构件，该分隔构件将内置的延伸构件与旋转齿轮
分开。
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